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働 巻頭エッセイ・表紙の買業

ピオトープ考

に捉えられているワピオトープは、限られた空
うに思μ、ます。とう kうNHKO)朝ドラにまで

聞の中で池や水槽をつくって水を張り、水草を
登場しましたが、その中身はEうも今ひとつピ

植え、野生の生き物を放し、少し著ったものは
ンと来ません。

池町中に浮島があったり、観察用のウッドデッ
ピオトープの本来的な意味は、ドイツ語のBio

キがあったり、いわば一定のアイテムを組み合
（生き物）＋τbp（場所）を意味する言葉として、

わせて作られたものを指しているような気がL
Bictop （－「生き物の住む空間J）となる合成語

一一一一一一、 ますo こう Lたある種ノ《タ一ン化したピオト一（ 」プに対Lて淡路花
白 次 ト引のがーて恩…

けりました。ある大手の造園業者の展示だったと

一一一一一ーノ記憶していますが、今ではすっかり商品化され

て市場に出回っています。ピオトーブづくりの

作業はふつうボランティアによる手作りで、造

成から材料の調達まで相当にじゃまくさい作業

でもありますが、一気にお金で解決できますよ、

という何とも心理の微妙なところをついた心憎

い商売です。でも生き物に対しても人に対しで

も何ら思いやりが感じられません。

辻秀之（問日市市）

ピオトープと言う言葉も随分定着してきたよ
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しろちどり47号

だそうです。これからするc森林や草以、湿地
などの生態系、またそれらがセットになった

定の広がりもピオトープということになります。

一方、 N!I Kの朝ドラにも登場したような般

表紙の言葉

里山
川口久美

子供の頃、「故郷（ふるさと）Jという唱歌を

習った。

当時の歌詞は文語体のものが多く、意味も分か

らず退屈だったのか、私は音楽的時間に騒いで

よく先生から注意を受けた。

若い女先生は持て余したに違いない、あると

き担任の男先生に言いつけられとつぴどく怒ら

れた。

春の日町長下がり、もうすでに故人となられ

た恩師を偲ぴ、「ごめんなさい・ありがとう」を

念じつつこの歌を口ずさみながら、歌詞とあま

り変わらぬ少年時代を送った里山へと続く道を

描いた。
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巻頭エッセイ・特集：三重の里山 監
学校ピオトープという言葉もあり主す。学校 姿を描いて昨く、というようなイロセスこそ大

にあるピオトーブが特別なものなのかどうかは 切な気がします。学校によって個別に事情は遺

別にして、総合学習の目玉として畳場し、その うはずなのに、金太郎飴のような「ピオトープ」

実践例も枚挙にいとまがないほど普及していま を量産するのはなんだかなあ、と思ったりする

す。我が子の通う小学校でも、今あるコンク のですがいかがでしょう。

リート池を改修して学校ピオトープを作りたい、 ＊ 

と僕のような者のところにも相談が来ました。 ネットで「ピオトープ」を検索すると全凶の

しかし待てよ、、、子供の通う学校の周りには、 おびただしい取り組みがヒットします。中には

人企仲の良い二次的な自然がまだ士くさん残っ 「新たな自然の創造iなど止いう、神をも恐れぬ

ています。いきなりビオトープの設計に入るの

Eはなく、まず子供達が学校の周りの自然を調

べて、田闘のピオトープ、川のピオトープ、神

社林のピオトープなどを記入したピオトープ

マップを作る。そして学校の周りに／＇んなピオ

ト ブが配置していてどんな生き物が暮らして

いるのか、不是しているものは何か、どんな環

境を増やしたらどんな生き物が喜ぶか、など意

見を出し合って、自分たちの学校ピオトープの

大胆な語い土七jも円にします。ピオトーブの流

行でいきものを取り扱う技術も随分進歩したよ

うです。しかし技術ですべてがコントロールで

きる、 jというような発想にはどうしても馴染め

ません。自然を呼び戻そうという心意気や良し、

しかし，搾えめに謙虚に、生き物たちのお手伝

いをする、くらいの気持ちでゆっくり k時閣を

かけて取り組む姿勢が欲しし、ものです。

里山特集にあたって

！しろちどりJでは2000年8月の28号で里山

の特集を組んでいますロその頃からも里山はど

んrん変化しています。今三重県の里山はどう
なっているでしょうかワ再び特集を組み、里山

について考えてみることにしました。さらに三

重県の自然環境室の方にもIを書いていただき

ました。もう緑濃くなった里山、梅雨の合聞を

見計らって、あなたの近くの里山へもでかけて

みませんかり

（編集部）

里山の変遷と野鳥
平井正志（安芸郡安濃町）

里山とは

黒山Jという言葉を聴いてどんな山を思い浮か

べるでしょう。大多数の人はクヌギやコナラ、

あるいはアカマツの明るい林のilJを思い浮かべ

るのではないでしょうかりたしかに以前はそん

な明るい山が人の住処や閏の周開に事くありま

した。またさらにその奥の1IJにも落葉樹の林が、

ところによっては1000皿近くの標高まで速なっ

スJ
，
 

H
J
 
ウ

f
M

ていました。この山林はどのようにして生まれ

たのでしょう。三重県は温暖で、雨も多く、林

は放っておくとしだいに暗いシイヰコタブの常緑

樹の森になるといわれています。たしかに、社

の森だけでなく、櫛田川流域より南では山の斜

面のあちこちにシイの森が比較的多く残ってお

り、初夏に黄色い花を咲かせます。ただし、自

然に任せてシイやタプの森になるには数百年が

必要だといわれています。しかしながら、人が

手を加えるとそうはなりません。以前は松の葉

しろちどり47号
3 



寝静
を肥料として田にすきとまれていました。また

山の柴を取って燃料としていました。その結果、

山に肥料分が蓄積せず、林は貧弱になり、アカ

マツばかりの山になったと考えられています。

またもっと標高の高い山でも、炭を焼くために、

炭焼きが山に入り、数十年に度、本を切って、

炭にして、担ぎ下ろしましたσ その結果、切ら

れでも株元から新芽が出て、すぐに再生する、

クヌギ、コナラ、リョウブなどの木が優先する

森ができあがりました。山歩きをしていて、株

立ちになった落葉樹を見ることがありません

かっそれは炭を焼いていた山なのです。里の周

りにはこのように人手を入れられた明るい林が

広がっていました。

里山の変遷

里山利用の終濡

しかし、このような身近な山にも変化が拍ま

りました。石炭（家庭では練炭やタドン）、もっ

と後には石油が燃料として使われるようなると

木炭の需要がなくなり、炭焼きがなくなります。

奥山の伐採は終わります。さらに里に近い山で

も松葉に代わって化学肥料が使われ、柴をとる

習慣がなくなりました。人々が山を利用する習

慣はおそらく今から50年くらい前になくなった

と思います。すると徐々に栄養分が土壌に蓄積

し、常緑樹への移行が始まり、山がしだいに暗

くなります。しかし、この時点での自然現象と

しての常緑樹への移行はごくゆっくりとしたも

のであったでしょう。

スギ・ヒノキの植林

さらに変化がありました。植林です。第二次

大戦中に山の本は戦争のために著しく伐採され

ました。それを回復する緑化運動は国民運動と

して取り組まれました。その際植えられた木は

スギやヒノキです。とれらは材木としては申し

分のない木であり、 ill林の持ち主に将来の収入

を約束するものと考えられてきました。そのた

め、すでに木が生えている部分も伐採して積極

的にスギやヒノキを植える棟林が盛んになり、

国は補助金を出して、植林を奨励しました。植

林は興山だけにはとどまらず、里に近い山にも

広がりました。また本来スギに適さない、急睡

な斜面にも植えられました。三重県の中部以南

しろちどり 47号
4 

特集・三重の里山

ではHのすぐそばまでスギーヒノキの植林が広

がっています。しかし、伊賀地方ではなぜか植

林は少ないようで、まだ落葉樹林が広がってい

ます。スギは枝打ちゃ間伐など手入れを必要と

しますが、入手不足や木材価格の低迷で、放置

された植林が多数見られます。よく手入れされ

た植林は少ないといっても過言ではありません。

マツノザイセンチュウ

マツノザイセンチュウとよばれる小さな血は

最大の侵入害虫でしょう。北アメ 3カが起源で

あると考えられています。この小動物はアカマ

ツやクロマツの樹体内で繁殖し、導管につまり、

水を送れなくして、枯らしてしまいます。この

ぞンチュウは昆虫の体について移動し、マツを

次々と枯らして行きました。西日本のアカマツ

林はことごとく枯れてしまいました。松町枯れ

たのを大気汚染やその他の原因に求める人もい

ますが、全国に及んだこの現輩を説明すること

はとても無理でしょう。研究者には受け入れら

れていません。さて二三重県でも低山のアカマツ

がことごとく枯れました。伊賀ではまだ少し

残っているところがありますが、遅かれ早かれ、

影響を受けるE思います。山林の持ち主はマツ

の枯れた桂、スギ・ヒノキを植林するか、その

まま放置するかのどちらかでした。そのまま放

置するとマツの下に生えていたヒサカキなどの

低木が伸び、その後種々の木が繁茂し、次第に

常緑樹に移り、里山というイメージにあったク

ヌギやコナラの明るい林になることはないよう

です。

ゴノレフ場、工業団地の建設

高度成長期のゴルフ場建設は三重県の里山に

大きな影響を与えました。二重県にゴルフ場は

現在79箇所もあります。平均130haであり、総

面積で実に 102km 2にもなり、現在の津市の総

面積／＇.同じになります。これらは比較的低山、

すなわち里山をつぶして作られました。オオタ

カのつがL、の生息域を 200haと仮定すると実に

50つがいの生息が可能であった区域が夫われた

ことになります。工業団地や住宅地もまた低山

をつぶして作られました。

モウソウチクの繁茂

たけのこを取る太い竹、モウソウチクは人が



特集．三重の里山

竹材やたけのこを利用するために植えた外来植

物です。竹やたけのこを取って利用している聞

はあまり広く繁茂しませんでしたが、近年プラ

スチックの利用が多くなり、竹を取ると左が極

端に少なくなりました。そウソウチクは隣接Jー

る林の中に侵入し、待、を枯らし、徐々に広がっ

ています。全国的にも問題ですが、三重県では

特に北勢地方で竹林の拡大が顕著なようです。

野鳥にとっての環境変化

以前の里山ではウグイスなどムγクイ、カフ

の頼、キツツキ類、ヒタキ類、ツグミ類、ヒワ、

カケス、そしてそれらを襲うオオタカ、ハイタ

カ、ノスリなEの猛曲、カエルを狙う猛禽サシ

パ、沢筋ではオオルリ、キセキレイ、ミソサザ

イ、カワガラス、ヤマセミなどが見られたで

しょう。里山には実のなる木があることも重要

だったでしょう。津市近郊の神戸里山での 1年

間の野鳥調査報告が｛しろちどり 37号lに掲載

してあります。

スギ・ヒノキの植林地やモウソウチクの竹

林に烏がとかないことはよく知られています。暗

いスギの林Eはまれにカラの類が見られる程度

です。 εウソウチクの竹林に烏は全くといって
よいほどいませんロゴルフ場での野鳥棲息の実

情はわか句ませんが、地上採貴のムクドリ、キ

ジは生息しているでしょうが、公園に似た環境

であり、本来の林の鳥には棲みにくく、鳥の種

類も限られているのではないでしょうか。これ

らの場所に棲める鳥はごく限られてしまったと

いえるでしょう。

アカマツの枯れた後、般置された山神はどう

でしょうかり当初はサルトリイバラが繁茂し、

薮になっていましたが、今ではコナラ、クヌギ、

ヤマザクラ、ケヤキなど様々な木が茂っている

ようですロまたタブノキが入り込んでいる場所

もあるようです。しかし、一気に暗いンイの森

に変わるのではないようです。ウグイス、やわ

らかい木の実を貴べるヒヨドリ、メジロが多い

ことは目立ちます。しかし、カラ類、キツツキ

類など多くの烏が棲息しているのではないので

しょうかつ残念ながらこれを詳しく調べた報告

はありません。

5 

監
里山の将来をI'うするか

とのような里山をEうすべきなのでしょう
か0少なくとも管理を放棄されて本来の目的を

失った植林の 部やモウソウチクの竹林は手を

入れる必要があるでしょう。モウソウチクの竹

林は伐採して雑木の林に院す八きでしょう。さ

らにスギ・ヒノキの植林はよく管理された止し

ても、単純な生態系で、野鳥をはじめニホンザ

ルやイノンシなど、さまざまな生物を受け入れ

るこ止がで＂ません。もし 海外からスキを

食害できる昆虫が入りこめ［王、マツノザイセン

チzウを同じように日本中の山が丸裸になりま

す。またスギの林は保水力に乏しく、降った雨

をすぐにJIIに流してしまう任いわれています。

て重県中部から南部のあまりにも多い植林地は

再検討すべきでしょう。

里山をめぐる二つの意見

しかし、昔の里山はとのままでは戻ηません。

このような里山の現状をどうすればよいので

しょうかり二つの意見があります。

ひとつは以前のような明るい落葉樹林の甲山

をもどすために、積極的lこ人手を入れるべきだ

という・＂－見です。たしかに以前のように柴を取

り、松葉を掻けば以前の里山が戻ると思われま

すが、それは大変な労働です。さらに奥山で炭

を焼くのは現代人には耐えがたい重労働でしょ

ハチヴマ
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う。ごく小規模な林ではボランティア←などの

働きでこのような取り組みがされているところ

があります。三重県でも赤昌の森などで取り組

士れ、全国でもさまざまな取り組みが始まって

います。しかし、それも山林の地主の同意がな

くてはならず、広い面積をカパーする運動には

なりません。 rのようにす札ぱかつてのような
里山を復元できるのでしょうか。広い面積の里

山の橿元には行政の力が必要であることは間違

いありませんが、まだ解決策はないようです。

もう 方で里山を自然の移り変わりに任せて

おくほうが良いとの考えもあります。三重県の

気象条件では土壌の条件のよい場所ではコナラ、

特集・三置の星山

クヌギなEの落葉樹からしだいに常緑樹への移

行が始まり、数百年撞にはシイの暗い林になる

でしょう。しかし、土壌条件の悪い場所や急峻

な場所では常緑樹への移行が十分に進まず、結

果として多様な自然が保たれると考えられます。

むろん棲息、する野鳥の種類も移り変わるでしょ

う。アカマツ林が枯れて放置された山ではこの

ような移行が少しずつ進みつつあるようです。

きて二重県の里山はどうすればよいのでしょ

うか0そのために私たちには何ができるでしょ

うかワ近くの山に出かけて鳥を見ながら考えて

みようではありませんが。

・－－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

里山をおおう孟宗竹
近藤義孝（桑名市）

5月は若葉が最もきれいな季節、スダジイの

若葉が目立ちます。ウグイスやホオジロのさえ

ずりが聞こえ、水問には捕えたばかりの首が並

んでいます。

5月の連休は私の住む地区では多度神社での

土げ馬神事が行われます。祭りのために集まっ

た地区町集会所から見ると、昔は雑木林と果樹

闘が広がっていた南のtlJに竹薮が繁茂し、「力尾

の山（集会所の南に見えるilI）も竹蔽におおわ

れてしまった。」と村の年寄りたちが嘆いていま

した。

そこで、どれくらい変化したのかを調べてみ

ました。国土地理院の 19 7 0年の 5JJ分の l

の地図（桑名）と現在を比べてみました。（図）

1970年（昭和45年） 轟名郡多度町北猪飼・猪飼・力尾付近（現在は畢名市）

戸治」
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集金所

主に畢樹園や針葉樹白山
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川沿い白水固と植輔されたスギやヒノキ
の針葉樹とスラfジイやタブノキなどの広葉
樹が理ぎっている。

ニの当時は多度目丘陵地ではミカンがたく
さん栽培されていた。

また、柿白木も水はけの良い場所に植え
られていた。

高度成長真つ盛りの時代、都市近空軍
にあり、労働力として、会社つとめを
する雅章腫軍が書〈なっていった時
代だった。

このころから、少しずつ山が荒廃を始
めていったようだ。



特集三重の星山

二重県北部における竹続

以前は桑名市西部や同日市市北部などのE陵

地には里山の部に孟宗竹が植えられ、管理さ

れていました。桑名市の大山田団地周辺は笥が

たくさん採れていました。今は、竹薮の多くは、

団地になっていまオ。しかし、丘陵地の谷に

あった水田や正陵地に開墾されて作られた果樹

園などが肱棄されましたd そしてそこには、放

棄された竹薮から竹が恨を伸ばし、需生した竹

薮となっているとこ〆〉があります。また 里山

を構成しているクヌギやコナラなどの樹木も竹

に押されてその分布域を減少させていますc

管理された竹蔽

毎年笥を槻り、管理されている竹薮の場合、

林床への日差しもあり、笥は竹薮の中で生える

ことが多いぜす。林出にはヤプランなど陰性植

物がどこらどころに伴え、竹町落葉がう Jーく動

き詰められ、軟らかい上となっているところで

おいしい笥が採れますじ竹の密度は傘をさしt

歩ける程度がよいと芹オつれています。

皇室
土の林の中を思こうと寸ると、密生した竹が

じゃまになり、附難を極めます。また、 ttの落

ち葉が深く積もっています。地下茎は竹薮の外

側へ伸び外側へ広がっていく勢L、が増してい

きます。

竹の利用法

竹は笥を採る以外に、いろいろな生活道具の

材料として使われてき主した。今は、プラス

チックなどにとってかわられたものが多いので

すが、ざるなどはそば属などでよく見かげます。

プラスチックなどと比べると ケケなどの天

然素材は壊れたら、士に戻すことが容易である

など環境に優しい材料であるc

竹の拡大を防ぐには

林外へのびてきた笥を採るときは、大きく成

長したものを倒すとよいと品われています。小

さな筒町場合、地下茎に蓄えられた栄養分がま

だ残っているので、 I!:から次へと簡を作るため、
栄養分を十分吸収した大きくなった笥を切り取

るど kいようです。また、できるだけ竹が密集

管理されなくなった竹薮 しないようにこまめに笥を採るのも拡大を防ぐ

竹薮を長＜ ft<置すると、街は林内に密生し、 のに有効です。

幹の直径は細くなり、林床は薄暗くなります。

"-

〆f

2005年（平成17年）

(I. 

ン一一
集落

竹置が魅大し山全体が竹置に見える。
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新しい道路がたくさんでき、車白山で
は‘宅地開尭が拍まった＠

また、山聞の水園田多〈｛立放棄され、
書木やススキなどの荒れ地となって
いる。更に時間が経ち竹置となって
いるところもあるロ

まず．里山田手入れができな〈なり．
さらに果樹園などの手入れができな〈
なったc植林されたスギヒノキも間
伐などが行われていないとLろも多
い。さらに谷聞などの水田から徐々
に耕作雄棄される
水回も増加した。

しろちどり 47号
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伊賀の里山

伊賀プロック長 首長矢尋

伊賀盆地には、どとに行っても里山が、いっぱ

いありますが、何ヶ所か紹介します まず私の

住んでいる府中地区は笠置から向山の方まで山

がのびていますその中でも低いほうの山のふも

とで生活をしています。山から南は家が点在し

ていてそれより南に行けば柘植川があり、さら

に南へ行くと旧んぼがある地形です。［］Jの方に

はシジュウカラ、ヤマガラ、ジョウピタキ，キ

セキレイ、セグロセキレイ、ハクセキレイ、メ

ジロ、キジパト、カワラヒワ、他にも多くの小

鳥たちが近くの家の方まで下りてきます。また

南に行けば柘植！llがあり、そとには、オオタカ、

ノス3、ヒバリ、ウグイス、オオヨシキリ、カ

ワセミ、冬にはカノレカモ、マガモ、コガモ、パ

ン、カワウ、イカルチドリも見られます勾それ

より南に行けばケリ、モズ、タシギ、ヒ川口、

里山について

北川和貝I) （多気郡勢和村）

里山と言えば昔は村にとって無くてはならな

い所でしたロ炭を焼いたり薪を取ったり椎茸を

栽培したり、自分にとってはメジロを捕まえた

り秘密基地を作ったり兎を追し寸冶けたり、村の

‘－ー、〉’ニLムJでフーノ

しろちどり47号
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セッカ、ツグミ チョウゲンポウ、トピ、カワ

ラヒワ、アオサギ、コサギ、チュウサギ、ダイ

サギ、ゴイサギ、ムクドリ、など多くの鳥が見

られる。それは、山のすそには、水田用のため

池がたくさんあるので、小鳥が繁殖しやすく里

にはえさとなる実もたくさんあるのです。 2つ

目は府中より酉に行きますと、山もだいぶ高く

なり野問、高旗山まで行〈と、夜にはヨタカ、タ

マシギ、アカショウピンの芦も聞かれます。や

はり，山あり，民家あり、池あり、川あり、水田

があるという条件のもとで、人間も烏たちも共

同に生活をしているという事がわかります。又

盆地の真中にある上野公園にはイカル、アオパ

ト、ピンズイ、他多くの小鳥たちが見られます。

公蘭の周囲には民家があり城には掘があり、公

閏内には実がなっていて鳥にとっても、生活の

出来る所といえます。そうした盆地の地形が烏

たちを大切に保護しているようです。

生活の部になっていました。動物も今より沢

山いました。サシハが営巣したりもしていまし

た。それが時が経つにつれ、里山は皆の心から

忘れられていきました。あれ程手を入れていた

司王山が荒れてゆき貴重な植物や動物が姿を消し

ていきました。何故そうなったのか、生活環境

が変わったからでしょうか、薪がガスになった

り 炭が石油に変って、時代の流れになったの

でしょう。ますます便利になって、若者は皆都

会へ出て行き、村には年寄りが多くなり、里山

を守っていく人が無くなり、台風なEの災害が
多くなり、村を守るべく里山は逆に人々を追い

詰めた。そして今人々はようやく里山に対する

考え方が変わり、環境破壊だった事に気付き、

森を育てるべき下草刈や、間伐等の処置をし、

段々と昔に戻りつつあります。以前に居た動物

や鳥植物等が戻って来たように恩われる。里

山はそこの地岐に住む人は勿論の事、他の人々

も自然を大切にしてし、かなければならない。

それは里山は自然のノミロメーターだからです。



特集：三重の里山

ボーボー 里山探鳥紀行
ボーボー（津市）

「三重県を代表する里山を訪問して、珍鳥を発

見し、里山の王者オオタカをカメラに収め、こ

れを機関誌しろもどりの記事にし、あわよくば

里人の目をかすめ山菓などムニヤムニヤ」。しろ

ちどり鬼の編集長の厳命（でも取材費なし）を

受付、 4)J 2:1日（土）快晴の目、（でもスギ花粉

も満開）、男躍（本当は仕方なく）名張市町近鉄

赤目口駅に［向かったロ

赤目地区の里山案内をお願いしたのはこの地

をマイフィーノレド（縄張り土もいう）どし、挨

拶、貢物（おにぎ句 3ケで可）がなければ、

歩もその縄張りへ入ることを許さないと家語寸

るN氏である。そして同行者は、この後に、恐

ろしくも悲惨な運命が待っているとも知らず、

能天気に参加し、ただし、た、マダム41，であった。

その中には、しろちどり編集委員ひいては編集

長の座をねらおうと、キヤノンEOS20 D十

400m m望遠レンズを携え、費＇＊＇イストを

駆ってはるばると奈良県から参加し、ただいたマ

ダム1もいる。

赤目口駅ですでに案内役のN氏が二コエコと

余裕の態度でわれわれを迎えてくれた。

「これから事目エコリゾ トへ箪で出向き、そ

こから 1時間ほど書いて春の里LIIを棄しみ、旨

い昼飯を食べるのだ」と綿縮かっ7ノ、ウトな今

日のプランをめたもうた。仰せに従い、車を走

セグロセキレイ
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霊童
らせる土 周りの田んぼでは寸でに同植えの準

備に入っており、数羽のアマサギが耕運機のあ

とを追ってヱサを捜している。すかさずマダム

1がk砲レンズ（大きいレンズ）を向けて連写。

ポーボーはお手軽ヱコンクールピクス5200カエ

ル目玉レンズ（小さいレンス）で1枚。この差

は太きい。ポーボー編集委員の座は危うい（ε 
もそれはいし、かも）。

赤目エコリゾートへ車を停めて、ココロウキ

ウキ歩き出す丹近くの鎮守の森は今日がお祭り

のようで、スビーカーからのどかな雅楽が閣と

えてくる。時刻はIO時をまわっており、烏はす

でにその朝の営業時聞を特 ［L、木の陰から怪

しい訪問者に警戒の眼を向け、息を桝め、その

気配を消しているところはさすが忍者の里と感

心する。それでも川のせせらぎをパソクにウグ

イスやシジュウカラ、ヤマガラがさえずり 朝

寝をしたアオゲラが朝食を慢して飛んでいるの

をHにすることが出来た。

舗装された道をそれ、狭い山道に入る。木々

はちょうど芽吹きを迎え、萌黄色、若革色 ミ

ントグリーンとあらゆる繰の絵の具に染められ

ている。田んiまには既に水が張られ、 !i'Jtには

スミレ、ゾヨウジコウハカマサワオグルマ、キ

ツネノボタン、あとわからずなどのJとが咲き、

蕗、たちの芽、厳などの山菜が満ちている。「タ

ンポポには西洋タンホポと関東、関西、日花の

日本タンポボがあり、それらのハイブリットも

あったりしてー－・」とのマダム0の学術的論

旨をありがたく拝聴し、しかし目だけは鳥探し

は忘れても、山菜探しを忘れてはい

ない。里山の主きに春を満喫しここ

は地tの楽園、天同のひとかけらか
と思われるつ

再びアスファノレトの道へでると

卜トロに出てくるようなパス停があ

り、近くにタンポボが而に植えて

ある畑が突如現れ，双限鏡P覗く
と、タンポポと書いた名干しまで立て

である。何故タンポボを畑で栽培す

るのか、何故名札が必要なのかにつ

いて、山熱した議論を戦わせ鶏小

屋にいる雄鳥のときかを双眼鏡で

しろちどり 47号
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じっくり観察し、生物進化に思いを馳せる。橋

上から小川を双眼鏡で見ると小魚が群れている。

何でも双眼鏡で観察しないと気が済まないのは

ノくードウオッチチャーの悲しい性のようだ。

その時、 ri'うも道を間違えたようだJとのN
氏の緊急発言をうけ、そういえば事きはじめて

から既に 1時聞を経過しており、初めて己の置

かれている厳しい現状にやっと気が付くあなた

任せの毒参加者一同であった。『無謀なハイカー、

里山で遭難？・バードウオッチング遭難で救助

隊出動 1・野鳥の会の恥きらL＇』新聞のみだ

しが脳裏をよぎる。

しかしそとは人生経験豊かな一同、心の動揺

など顔には出さず、「とりあえず川に沿って下ろ

うIとのN氏のとりあえず提案をすなおにうけ

いれることにした。家並みが途絶え、主主も通ら

ないような道をひたすら 1時間、何処を歩いて

いるのかよく判からなったが、近鉄のガード下

をくぐり、国道を歩いても土の赤目エコリゾー

トに戻ったのは出発してからa時間を経過して
いた。

その聞もマダム達はお喋りを楽しみ、コゴミ

を見つけ、タラの芽にチェックを入れ、あれは

ウヲミズザクヲかウワズミザクラか、アザミの

葉は天抵羅にすると旨いか、タンポポコーヒー

の作り方は、その暁はブノレーマウンテンを凌駕

するか、この鹿の糞状態の硬い木の実は何か

特集：三重の里山

（佳日マダムOからムクロジと連絡あり）など己

に迫っている危機などまったく気にしていない。

内に秘めた強靭な精神力（現状認識の甘さ、危

機に対する無頓着ともいう）に改めて感心する。

その桂、車に置きっぱなしにしてあった弁当

を携え、赤Hエコリゾー卜のトラスト広場で理

い昼貴を取り、とれもトラストのとんぼ池でサ

シパを観察、マダムT、0が撮影に成功し、以

前お茶を飲んだ赤目エコリゾートで服しよう

と建物に入旬、椅子に坐ってコーヒーをお願い

したが、「今は喫茶はやっていません、デイサー

ビスになっていますので . J !c申し訳なさそう

な係りの女性。道理でテープルの上に血圧計が

置いてあった訳だと納得L，外へMlるとウグイ

スのホケキョウを合唱している春の里山がまだ

そこにあった。

里山探鳥におけるポーホー5つの格言
1知らないところへ出かける時は、たとえ雑木

林とて地図を持っていこう。

2装備に気をつけよう。特に靴と雨具。

3腹が減るとヒトは突然怒りだす。人間関係を

大切にするなら弁当!cお茶は携帯しよう。

4花の時期は植物図鑑を忘れずに。きっと新し

い発見がある。

5いつまでもあると思うな、親と喫茶店。諸行

は無常である。

回ー回目ー四ーーーーーーーーーーー・

鼓ヶ岳アカガエルの里で湿田の生き物

を守る

吉居瑞穂（伊勢市）

昭和 49(1974）年、伊勢のiii街地の南にある

鼓ヶ岳山震の現住所に引っ越してきた。柿畑や

水田をつぶして造成された小さな住宅地だった。

それでも、我が家から南側は谷川に沿って、ま

だ水田、柿畑、竹薮、林などがあって、その先

は鼓ヶ岳に続いていた。家の周りにはゲンジボ

タノレ、サワガ工、カプトムシ、色々のへピ、カ

しろちどり 47号
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ヱル、リス、そして色々の鳥がいた。地

元的老人の話では、強い農薬のため生

き物がし、なくなった時期があったが、

農薬が規制されるようになってまた

E寄ってきた、ということだった。でもこ

の30年の閣にとのあたりの里山はすっ

かり変わってしまった。山麓には伊勢

自動車道が通め、 illをけずり田を埋立

てて住宅団地があちとちに造成された。

サワガニやホタルが住む田は生活排水

で汚れ、サンハの常県もなくなり、アカ

ガヱルが産卵できる湿田もほとんI'な

くなってしまった。 そんな中で、奇跡

的に残っている大小8枚の山田（山あいの田）が

あり、毎年、ヤマアカガエルが400～500卵魂
も産卵していた。この田んぼの周りの雑木林に

は小鳥も多〈、 "f-1土ノレリピタキやミヤマホオジ

ロなどを見に行くのを楽しみにしていた。この

山んぼではイノンシ、ンカ、サノレの被害があり、

「ここが休耕閏になったら困るね！ J 止仲間と話

していたところ、去年（2004年）から休耕叫に

なってしまった。

そんなとき、ある県会議員を通じて地主の許

可が得られて、この田んぼを混地として維持す

る作業を6人で始めることになった。谷から水

を引き込み、山口をふさげば視地は簡iji.に維持

できるものと思っていたが、すぐに水が抜けて

11 

重量

しまい、湿地を維持するのはなかなか大変なこ

とを暦い知らされた。水漏れと大水対策に悪戦

苦闘し、ようやく 4枚の湿地ができた＇ I年目の

昨年は水が抜けて浅〈なったところで、卵魂や

オタマジャクシがカラスに沢山食べらnてし
まった。 2月ト負］、ヤ Jアカガ工ノレの産卵がピー

クを迎える土、日中も産卵にiJjてき？カエルの

声がにぎやかだ。ピョンピョンはねるカエルを

4且って、ノスリがやって来るとともあった。今
年もヤマアカガエルのオタマジャクシはかなり

減ったが、去年よりはずっと生存率が高く、今、

元気に泳ぎまわっている。これに続いてアマガ

エノレ、トノサマガエル、ンュレーゲルアオガェ

ノレ、ソチガごrルが産卵する。 4月に入るJヒトンボ

の仲間が次々と訪れ、買にかけて泥

の中はヤゴが一杯になるのその他的

水生昆虫では、タイコウチ、ミズカミ

キリ、ゲンゴロウの仲間、などを見か

ける。また泥の上に残されたイノシ

シ、ンカ、タヌキの足跡やふんを見つ

けるのも楽しし、。回んぼの水牛雑草

ではコナギ、ミズオオバコ、キクモ、

ヒルムシロが多いが、オモダカも比

られる。周りの土手にも春から秋に

かけて、色々の花が暁く。里山のンン

ボルであるサンハがいつか戻ってく

るかもしれない、と事を見ながら、こ

の小さな湿地を見守ってゆきたい。

しろちどり 47号
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ハナと立の里山散歩

川口A美（津市）

我が言まの愛犬『ハナ」は今年で1 2龍になる。

人聞の年齢で言うと70轟ぐらいに相当するら

しい。 7 0轟といえばとっくに定年を迎え、

「隼々自適jの身分のはずだが、 止には定年がな

いので、 やむを得ず日がな 一 日我が家の玄関で

普備業務に話事している。
もっともI隼々自適lのほうはかなり前から

実行していて、 本業務のかたわら、 生輔の聞か

ら顔を出して外を通る小学生に垂捕を握りまい

たり 、 鼻先lこ来たトカゲと遊んだり、 ガス樟針

の女性に吠え立ててこちらは嫌われたりと、 き

ままな軒目を過ごしている。

そんな桂女がいま 、 司番の棄しみにしている

ことは私と 一 緒に行く散1主であるらしい。

というのは、 加齢のせいかあるいは悟りの境

地なのか、 最近1*憾の表情で日向におなかを向

けて謹ていることが多いが、 そんな至福のひと

ときでも、 私がリ ー ドをf..｛；：持ち長靴を履くの

をいち早く察知L、 前脚を伸ばしてストレッチ

をし、 ｛ 早く行こうJと躍しそうに催捉するので

ある ロ 散事は通常、Iii地を肱け出て近くの農道

を一 周し、 1 5分ぐらいで 「 ハイおしまb、！と

なるが、 三度iこ 一 度ぐらいはさらに東に広がる

田んぼ道を突っ切って審くこと20分 、 そのま

た東にある低い山まで足を伸ばすことがある。

ヤマガラ

しろちどり47号

特集：三置の里山

『ハナと私の里山散辞』の始まりである。 この

里山は私が子供の頃には 、 春の山菓取り、 夏の

山聞の地での掠�－晶取りと憤かしい思い出の

いっぱい詰まった場所である。 駄冬，i山の松林

に入ると、 落ち葉の散り敷いた地面からピンズ

イの群れが飛び立ち、 尾をひくひくさせて桂に

とまってこちらを見下ろしていた。 少し夢くと

陽気なシジュウカラやエナガの群れに出くわす。

事きっかれて松の木にもたれて座るk 、 頭の上

ではエナガたちが通り過ぎた桂、 こずえを護る

松風の音に世じって、 「 チリリ チリリiとキク

イタダキのか細い声が聞こえて来ることもあっ

た。 散葬逮中 、 ハ ナは立ち止まっては道端のに

おいをかぎマ ー キングに余；立がない。 私は私で

ポケットから取り出した�阻鏡を覗いたり 、 山

の畑にいる同級生の農家のおばさんk話し込ん

だりと、 それぞれのんびり忙しい。

近年里山は、 立ち枯れた松の木が多くなったc

そして同時に、 ピンズイ、 キクイタダキキエナ

ガは聾を見せなくなった。 入れ替わりに、 コ ゲ

ラ・アカゲラ 、 シメやイカルがやって来た。 イ

カノレの透明な声を聞きながら山道を事いている

と、 ハ ナが重量禽の食痘らしい散らばった羽毛を

見つけたりする。 私はご相伴にとその一 枚をポ

ケットにしまう。 映いている野の花を手折り持

ち帰ったり 、 野良仕事中の知り合いにi量って季

節の野菜を固いたりするこ止もある。 ハナはと

見ると、 帯t操ミミズを大事そうに口にくわえて

いた。 おEい、 おみやげも結構多いのである。

先日、 帰宅が遅くなり在中の散揮となった。

気が急くハナに引っ張られて農道に出ると、Ill

植えが終わった問んぼでは 、 「 ゲコ ゲコゲ

コ・・・Jと沢山の畦が鳴いているのに驚いた。

数年前からは、 相J!iになると蛍があちこち飛ぶ

ようになった。 ゆっくり止ではあるが昔の白黒

が戻りつつあるのだと嬉しくなった。 「 蛍はいる

のかな？！とあたりを見聞しても、 さすがにま

だ季節が早すぎるのかその光は見えない。 月明

かりを見ると、 東町野町端に黒くうっそりと里

山が横たわっている。 ハナと 一 緒にたびたび訪

れる里山も、 今I土、 私の思い出をそっと包み込

んで 、 静かに眠っているようだ。
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特集：三重の里山 皇自
三重県の里地里山保全活動について

三重県環境森林部自然環境室

農林業などを伴うさまざまな人閉じた働きかけ

を通じて、里地里山の環境は、形成・維持され

てきました。しかし、社会経済状況の変化とと

もに開発や農地放棄が進み その豊かな自然I:生

態系が先われつつあり、里地里山を保全する取組

は、自然とのふれあいの場を守り、多様な生態系

を確保していくため、重要になってきていま

す。

二重県－cは、平成 15年度に「ゴ重県自然環
境保全条例」を改正し、「多様な自然環境の保

全J、I生物の多様性の確保」、 I自然とのふれあ

いの確保」などに関する規定を拡充しました。

そして、「里地里山保全活動計画の認定j、fみん

なで自然を守る活動的認証Jを始的、認定・認

吉正団体へ技術的な助吉や情報提供をしています。

平成17年3月現在、認定・認証団体は、全部で1

2団体あります（表1）。詳しくは、ホームベージ「み

えの自然来校J0） 「霊地里山ほのぼのだより」

自，110,'www e,o c,cef.mic io/,hi,cn，山kkm，；）をご

覧いただくか、二重県自然環境室 （電話059

224-2578）、各県民局生活環境森林部門お問い

合せください。

ことでは、先日間動に参加させていただいた

「PPK四H市」をゴ紹介しますロ

PPK四日市は、四日市市の北部に位置する暁

学圏内の雑木林を、学校の財産としてだけでな

く白然鐸境条件の整った l地域の里山」とし亡

保全し、学生達の自然観察の場、地域住民の自

然との触れ合いの場として活用することを目的

に、週2回、主に繁殖している孟宗竹の伐採を

はじめ、不要な雑木類の間伐、木々のT入れ作

業により雑木林の整備を行ってみえますυ 従来、

竹は各地で建築材、家具、竹細工、タケノコ等

への利用目的で栽培されていましたが、たいへ

んな繁殖力と生命力を持っているため、伐採を

怠るとたちまち大きく育ち、根を広げ周りの柚

物の栄華を奪ってしまいます。

暁学圏内の雑木林にも、竹が生い茂り、他の

樹木が枯れたり、根を広げる場所を無くして斜

めに育ったりしていたそうですが、 PPK四日市

の皆さんの根気よい作業のおかげで、今は、

度は枯れかけた樹木から新しい枝が育ち、林の

日当たりもかなりよくなっています。伐採した

竹は、枝をはらい、決まった長さに切りそろえ

ます。竹は思ったより大きく育っており重労働

で根気のいる作業ですし、のこぎりも何日もし

ないうちにダメになってしまうそうです。 PPK

表里地里山保全活動計画認定団体・みんなで自然を守る活動認匝匝体一覧

団体名 活動地域

ほうすけヲフブ いなベ市

保々の自然に親しむ会 四日市市西村町内

特定非営利活動法人 PPK四日市 四日市市萱生町字城山

学びの森川口演習林の会 白山町川口字榎谷
認定 育樹会 松阪市飯寓町大字宮前字カサコケ山

南望号ァヴT？会 南勢町内瀬字水落谷他

特を育定て非る営会利活動法人赤自の皇山 名張市上三谷

山と海をつなぐ会 北牟婁郡紀伊長島町十須宇中谷地内

赤川自然に親しむ会 菰野町赤川

上野自治会ほたるを守る会 鈴鹿市八島川及び周辺地域

認笹 特定非営利法人 NPO 一重の里
久居市明神町、津市神戸

山を考える会

月例自然観察会『ふわふわ～むJ 松阪市

13 
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富島 特集：三置の里山／帽集部よりのお闘い

四日市の皆さんは、 会社を定年退職した桂、 憧
麿な聞は体を動かしたい、 人との交流を持ちた
いといった理由で参加がされた方が多く、 自分
たちのためにも、 それぞれのベースで続けてみ
える様子がうかがえました。 なお、 竹は、日IJの
日に作業場へ運び竹炭にするそうです。

このような、 入手が入らなくなってしまった
雑木林を手入れするととで、 かつての里山環境
を取り戻す活動は、 みんなで力をあわせれば大
きな力にな句ます。 多様な自黙環境と生臨系を
�世代に捜すため、 各地で里地里山を守る活動
が広がることを期待しています D

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・園田園田園田園圃園田園田園田園・圃圃岡岡圃圃圃・

一編集部よりのお願し、－

しろちどり50号記念

カラ ー 写真・表紙絵募集
支部報「しろちどり」は来年3月で50号を迎

えます。 そこで50号は記念号として、 野鳥の力
ーラ 写真を掲載します。 会員の方々のすばらし 

い写真を募集Lます。 ふるって御応募ください。 
ただし、 巣での写真など、 事殖を描害するおそ 
れのあるものは掲載いたしません。 また県内で 
の揖影に限ります。 形式は、 ス ライド、 カヲ ー 

プリント、JPEGファイルのいずれでも結構で 
す。 揖影ヂ ー タと共に、 送ってください。 スラ 
イド以外は返却いたしません。 応募は1人2枕 
までとします。 掲載枚数に制限がありますので、 
多数の場合は選考いたします。

また表紙の睡も募集します。 カラ ー で印刷し 
ます。 応募多数の場合は選考いたします D

締め切りは共に2005年12月末日です。

カット募集
支部報「しろちどりJに掲載するカットを募 

集しています。 野鳥、 野生動植物、 山野の！且最 
など、 鉛筆でもインクでもかまいませんが、 開 
員ljとして網掛けをしないため、 鉛筆の中間ト ー 

ンはでません。 彩色した原画でも白黒で印刷し 
ます。 受付描時

しろちどり47骨
14 

原稿募集
｜しろちどりjの原稿を募集しています白 日ご

ろの野鳥観察などについて、 「会員のページ」に
掲載します。 また、 野鳥の生瞳などを調査した
結果は「調査・研究のベージ」に掲載します。 な
お原稿は手書きでも受け付けますが、 なるべく
ワ ー ドプロセッサ ー （MSワ ー ド、 一太郎）を用
いてください。 支部報は2段組みになっていま
すが、 原稿は2睦にせず、 「べ たうちjにしてく
ださい。 ワ ー ドプロセッサ ー を用いた場合はテ
キストファイ／レにしていただければ幸いです D

誤字脱字、 段落の有無などは編集部で適宜変更
しますが、 原稿の大きな改変は著者に相談しま
す。 2�情報の公開については情報元の了解を
得てください。 また値の著作からの転用、 引用
については著作権に注意して下さい

随時受け付けます。
受付：｜間 八智子
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アートギャラリー 室主
マイフィールドで越冬したシギたちの残像

三雲町曽原でセイタカシギと

アオアシシギ

海岸堤防内のクリーク地帯で。

15 

私のデジカメ探鳥記から

津市石原宏

三重県の豊津浦から町屋浦にか

けては全国的にも有数の秋期に

おけるミユピシギの渡来地で、

今年は 100羽以上が越冬したと

思われる。

香良洲海岸のダイゼン

秋は数十羽の群だったが

越冬したのは数羽。

しろちどり47号



毎9
＿：＿重県の野鳥の未報告記録 その2

多田弘 一 （松臨市）

前回に続き、 三重のメモ鳥M L (MMM）の仲

間が確認した県内の野鳥の記揖の内で、 埋もれ

させるには惜しいと思われるものを報告する。

7. ツクシガモTadorna tadorna

a. 1羽：2001年01月30日、 熊野市

久生屋町、 中井師二

b. 1羽：2001年01月30日、 南牟婁郡

鵜殿村、 中井町
向

a. b. は同 個体の可能性あり

C 』 1羽：2002年12月12日、 松阪市高調町

金岡lj川河口、 横山真 一

翌日目、 同地にて多田弘 一 追認

d. 1羽 2002年12月15日、 一志郡三雲町

五主主主出川河口、 多田弘 －

e. 2羽：2003年01月25日、 一志郡三重町

玉主雲出川河口、 横山真 一

翌26目、 同地にて玉置高本直認

f . 1羽：2005年01月30目、 伊勢市

東豊浜町調整地、 多田弘 一

同日同地、 嶋田春幸・さっき追語、

g. 2羽：2005年02月04目、 伊勢市樫原町

宮川、 多田弘 －

h 1羽：2005年02月08日、 樟市高洲町

安担川和f r1、 多田弘 ←

8. トモエガモAnas formosa

a ‘ 1♂：2001年01月21日、 度会郡南島町

奈屋浦こがれ地、 嶋田春幸・さっき

b. 1♂1♀：2002年01月間目、 津市

長岡町惜の街、 岡八智子

c. 4♂1♀：2002年12月12 H、 一志郡

骨良酬町雲出川和J口、 多国弘 一

d. l♂1早；2002年12月31 H、 樟市

長岡町掃の樹、 岡八智子

e. 4♂3♀：2003年02月06日、 四日市市

山村防T山村ダム、真岡英春・ちか

f. 1♂：2003年02月09日、 輸臓市

西玉祖町

石現地、 松井弘見

しろちどり47号
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調査・研究のページ

g' 1♂：2004午01 Ji 24日、 四日市市西村町

北勢中央公園、 中尾郁彦
h 1♀ 2004年01月28 H、 伊勢市中村町

五十鈴川、 小塩里香

し 1♂ 2005年01月16日、 松阪市

松崎浦町三世JI！、 圃八智子

9， シマアジAnas querquedula 

a. 3♂4♀：2002年09月16日、 ー志郡三室町

五主池、 多田弘 Iー

b. 1♂：2003年03月27 1::1、 一志郡三重町

曽原幸町田、 玉置高志

同臼同地追認、 多田弘 一

C . 1♂1♀：2004年04月24目、 一志郡三重町

曽原新田、 玉置高志

d. l♂4♀：2004年09月四日、 一志郡三重町

曽原新田、 多田弘 －

e. 1♂：2005年03月29日、 松阪市

喜多村新田町、 多田弘 一

翌日追認、！同八智子

f‘ 2♂2♀：2005年04月間口、 度会郡明和町
一

北藤原、 小塩里香

10. クロガモMelanitta nigra

a. 1♂：2002年05月03目、 津市島崎町

安構川何日、 山田孝夫

11. ピロ ー ドキンクロMelanitta fusca

a. 1♂：2004年12月13日、 沖市

岬殿場海岸、 三浦 悟

b. 1♀：2004年12月19日、 樟市

御島止場海岸、 真田英春ーちか

C ,  13羽；2004年12月24日、 樟市

御瞳場海岸、 真田英春・ちか

12. シノリガモHistrionicus histrionicus

a. 1♂若：2003年12月14日、 南島町

費補撒培、 小亜里香・多田弘 一

初認当日追認、 嶋田春幸・さっき

13. カワアイサMergus merganser

a. 1♀、 2003年03月17日、 県名市

西別所町鹿川、 横山真 一

b. 1♀：2003年09月19呂、 桑名市



調査・研究のページ

西別所町屋川、横山真

c. 1♂： 2003年 11月27日、鈴鹿市西主垣町

石垣池、勝谷宜生

14. Tヘヅノレ Grusmonacha 

a Z羽 1998年 ll!J071i、熊野市

有馬町、中井節二

b 1羽 2013年02月 11日、 志郡

ニ雲四！曽原、 '11田孝夫

15. ヒメクイナ Poc,anapusilla 

a I羽 2004年08月29日、久居市

川原木造、安達直孝

同日同地追認、多国弘一

16. ワシカモメ Larusglaucesccns 

a 1幼鳥 2003年02月10円、 忘郡

香良洲町:lll:出川河口、多国弘一

b. 1第四回冬羽 2004年02JJ1411、

度会郡紀勢町錦、嶋n1春幸・さっき

c. 1成烏 2004年 12月23日、度会郡

南勢町田曽浦、嶋田春幸・さっき

d I成鳥 2005年01月04日、度会郡

紀勢町錦、嶋田存幸・さっき

e I成鳥 2005年01月30U、度会郡

明和町大淀、多田弘一

f l成鳥 2005年03月10日、熊野市

大治町、中井節二

g l第四iロl冬羽 2005年03月 10日、

度会郡明和町、多田弘

h. I成鳥 2005年 03月14日、度会郡

明和町、岡八智子

,. 2成鳥 2005匂03月 19口、喧会郡

明和町、多田弘ー

17. ＞－＇ロカモメ Larushyperboreus 

a I成烏 2003年01月18日、一志郡

香良洲町雲出古川、山田孝夫

b. I第 1回冬羽 2003年 11月23H、

度会郡紀勢町錦、嶋田孝幸

C l第 1回冬羽 2004年03月 16目、

度会郡紀勢町錦、嶋田春卒

d. l成鳥 2005年01月02日、四日市市

古崎磯津漁港、阿部裕

17 

盤
C l第 1I寸冬羽 2005年01月07H, 

度会郡紀勢町錦、嶋回春幸

f 1成鳥 2C05年01月17日、伊勢市磯町

外城田J11、小坂里香

g. 1成鳥 2C05年03月 19n、四日市iii
塩浜町鈴鹿川/o[U、阿部裕

h I第 4 回冬羽 2005年03月21n熊野市
木本町、中井節ニ

21. オニアンサン Hydrnprognecaspia 

a I羽 2005年04月 17日、津市島崎町

安濃川拘I口、吉田輝也

22. オオアジサシ Thalasseusbergu 

a 2羽 2002年08月22目、 志郡三雲町

三重出川｜河口、 1JI囚孝安

翌日同地追認、多田弘

23.ベニアジサシ Stemadougallu 

a 2羽 2004年08月15日、 志郡二雲町

雲出川M口、嶋田春幸・横山真
b 3羽 2004年間月 17円、 志郡二雲町

雲市川M口、 ilI fH孝夫

24.ウミスズメ Synthliboramphusantiquus 

a 10 ＋羽 2004年 11月21日、津市

江戸橋志畳茂J11、阿部裕

b. 2羽 2004年 12月 18円、度会郡

南島町沖、嶋田春幸 さっき

C 10 ＋羽 2005年03月27口、度会郡

南島町沖、嶋田春幸・さっき

d 5 I羽 2005年 04月24口、度会郡

両烏町沖、嶋田春幸・さっき

24. カンムリウミススメ Synthliboramphus

wum1zusume 

a 1幼烏 2003年06月22日、南島町

古和主Ii沖、向島田春幸・さっき、
MMMのメンハー数名

b 

C 

1成鳥 2CD5年03月27日、南島町

古和浦許｜人嶋出春幸・さっさ

2成鳥 2005年04月 16目、南島町

古和浦沖、嶋臼春幸・さっき

しろちどり 47号
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25. ウトウ Cerorhincamonocerata 

a. 1冬羽： 2005年03月20日、南島町

古和浦沖、嶋田春幸 ・さっき

b. 1冬羽： 2005年03月27日、南島町

古和浦沖、嶋田春幸・さっき

a. b. は、同一個体と思われる。

なお、上記の各記録は、確認数：確認目、確

標識付ズグロカモメを2冬連続確認、

（同一個体）

嶋田春幸（度会郡南島町）・多田弘一（松阪市）

ズグロカモメ Larussaundersiは、東アジア

に局地的に分布し、その生息確認総数は、約

7000～9000羽とされている稀少な鳥である。
中国の激海と黄海沿岸部で繁殖し、朝鮮半島南

西部、日本、中国南東部、台湾、香港、ベトナ

ムで越冬する。 日本での越冬地は、九州がほ

とんどを占めていたが、近年、越冬例が本州で

増加している。その越冬総数は、 2003年度の調

査で、およそ 2500羽であった。 三重県では、

かつて本種の越冬個体を見るのは稀であったら

しいが、近年増加の傾

向にあり、我々が参加

した2004年度の越冬

ズグロカモメ全国一斉

調査では、松阪市金剛

川と三渡川河口にて、

最多目で48羽をカウ

ントし報告した。 多

田は、 2004年02月03

日、白いフラッグの付

いた第一回冬羽の個体

を撮影した（写真 1）。

山階鳥類研究所に問い

合わせた結果、尾崎清

明氏らが、韓国で標識

を装着された個体で

あった。

しろちどり47号
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調査・研究のページ

認場所、確認者の順に記した。文末ではあるが、

ご協力戴いているぽMMの諸氏に厚く御礼申し

あげる。なお、三重のメモ鳥MLでは、野鳥好

きな皆様の入会をお待ち申し上げております。

入会申し込みは、 htto://www.memotefu.com/ 

memo bird／へお越し下されば容易です。

＜放鳥記録＞

標識個体：ズグロカモメ雛

標識フラッグ：白地に黒文字 B9 （右Tibia)

標識リング：金属リング（左Tibia)KOREA 

060・01918

標識日時： 2003年06月 12日

標識場所：韓国京幾道仁川広域市延寄区松島新

都市第2工区、埋立地

標識者：尾崎清明、馬場孝雄、金守一

2003年韓国でのズグロカモメ標識総数： 60羽

（成鳥 10羽、幼鳥50羽）

< 2004年の観察記録＞
標識確認個体：ズグロカモメ第一回冬羽

標識フラッグ：白地に黒文字 B9 （右Tibia)

写真1
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調査・研究のページ

標識リング：金属リング（左

Tibia) 

確認日時 ：2004年02月03日

確認場所：三重県松阪市高須町金

剛川河口

確認者 ：多田弘一

一方、嶋田は、2005年01月25

日、本種の標識個体を撮影した

（写真2）。この個体は、多国が同

地で前年の冬に確認、した個体と同

ーであることが判明し、直ちに山

階鳥類研究所へ報告した。

< 2005年の観察記録＞
標識確認個体：ズグロカモメ成鳥

冬羽

標識フラッグ：白地に黒文字

B9 （右Tibia)

標識リング：金属リング（左

Tibia) 

確認日時： 2005年01月初 日

確認場所 ：三重県松阪市高須町金剛川河口

確認者：嶋田春幸

さらに、 2005年03月08目、 同地にて、小坂

里香氏が白いフラッグの付いたズグロカモメ成

鳥冬羽を撮影された。文字が読み取れなかった

ので、同一個体かどうか確定はできないが、そ

の可能性は大きく、 一冬の滞在を立証するもの

千葉から飛んで、きたホシハジロの回収

伊勢市東大淀町在住の岡本忠佳さん（本会会

員 ・鳥獣保護員）が2005年3月22日朝5時半

頃ジョギング中、伊勢市東大淀町の海岸公園で

半ばミイラ化した鳥の死体を発見しました。脚

輪が着いており、 三重県支部を通じて、 山階鳥

類研究所に連絡したところ、足輪の番号から、

2004年 11月18日 千葉県市川市新浜にある宮

内庁新浜鴨場で放鳥された ホシハジロ ♀

（放鳥時の齢は不明）であると判明しました。

山階（やましな）鳥類研究所では全国のパン

ダーと協力し、野鳥に足輸を付けて、再び放す

19 

皇室

写真2

である なお、 今回の連続2冬の同一個体の確

認により、本種は、 2年で成鳥と同一の外見に

成長することを、実地に学んだ。 稿をおくに

あたり、ズグロカモメ全国一斉調査に協力いた

だし、た三重のメモ鳥MLのメンバーに厚く御礼

申し上げる。

標識調査を行っています。宮内庁新浜鴨場でも

標識調査に協力し、毎年、多数のかも類を捕獲

し、足輪を付けて放鳥しています。皆さんも足

輸を付けた鳥を保護したり、死体を拾った場合

には足輸の記号と番号を正確に読んで、山階鳥

類研究所に知らせてください。その鳥がどこか

ら来たのかがわかります。このような調査を積

み重ねることにより、渡り鳥のノレートや野鳥の

寿命など野鳥についての多くの情報が得られま

す。詳しくは山階鳥類研究所のホームページを

ごらん下さい。

（文責：平井正志）

しろちどり47号



毎9 特別寄稿．六条干潟

六条潟一開発から保全へ←
市野和夫（六条潟と三河湾を守る会 事務局）

ノミ条潟とは

三河湾は、知多半島の先端の幡豆岬と渥美半

島の先端の伊良湖師を結ぶ線によって伊勢湾か

ら区分されているが、外洋との境界は伊勢湾と

共通であるため、伊勢湾のヰ＇ Iこ含めて表現され

ることもある。三河湾は、篠島・日閣賀島を境

にして東部の渥美湾と西部の知多湾（衣浦湾）

止に二分されている。豊川lが流入する渥美湾の

最も輿まった部分に広がる一帯の干潟を含む遠

浅の海域は、古くから六条潟と呼ばれてきた。

六条潟の名前の由来は、宝飯郡方面からの音羽

JI I、佐奈川、現在の豊川放水路のあたりにあっ

た江川、三河山地から流下する豊川、吉田（豊

橋）の南東部（渥美郡）万面から柳生川および

梅田川と六条の川が流入する（六条の湾筋があ

る）干潟・浅場という意味であろう。明治期の

干拓によって豊川河はの南側に神野新田ができ、

柳生川の河口が梅田川のそれとほJとんど同じ位
置に変えられる以前は、それぞれの河uに独立
の湾筋が存在していた。したがって、もともと

の六条潟は、宝飯郡御津村の音＇」川和 I日付近か

ら渥美郡大崎村（現在の

豊橋市南部）の梅田川削

日付近まで、豊川和I口の

両側に広がる広大な遠浅

の海域を示す呼び名で

あった。

なお、六条潟は愛知県に

おける海苦養殖の発祥地

であり、アサリの稚貝が

蛙数に発生する場所と L

Cもよく知られている。

＃ 
三河大島

汐川干潟左の位置関係

なお、パード・，：，ォッ

チャーによく知られてい

る汐）I円視は、この六条

潟の南端の大崎地先から

砂州を南方向に回りこん

だ位置にかつて存在した

三河湾

しろちどり 47号

田原湾と呼ばれる広大な浅海の南端部分が埋立

てを免れて残ったものである。この砂洲は大洲

崎ど呼ばれていて、蔵王山麓から北に張り出し

た浦半島の先端から東に伸びていた。かつての

田原湾は、湾全体が干潟・藻場であり、波は静

かで、魚介類の産卵や稚｛干の生育の場として極

めて優れており、三河湾の生態系の中で果たし

ていた役割は重大であったと推測される。 Lこと

で、「大樹崎と呼ぽれていた」と過去形で表現す

るのは、埋立て.i量諜に上って現（fは地形が
変し亡、トヨタ自動車田原工場の敷地と化して、

もはや面影がなくなってしまったからである。）

三河港（渥美湾奥部）の臨海工業開発に伴う埋

立て

名古屋南部や衣浦地区など、愛知県西部の開

発より少し遅れてこの地域の工業開発計画が動

き出したのは、 1960年代後半である。 1981年ま

〉

豊川河口

豊橋

六条潟

軍事 1938年以前の

三河湾

灰色lま水深5m

以下の浅海垂示す
田原

20 



特別寄稿：六条干逼 量豊
での15年ほどの聞に 1500へクタ ー ルの埋立

てが愛知県によって行われた。 その桂の80年代

の10年聞は、 合計140へクタ ← ル程度の埋立て

で、落ち着いていたが、90年代には430ヘクタ ー

ル（そのうち120ヘクタ ー ルはラグ ー ナ蒲郡の

リゾ ー ト開発）の埋立てが行われたため、 この

海域の汚調状況は全国でも最悪のものとなった。

夏季には広範囲に茸酸素水塊が睡蓮し、 それが

出場に溝昇する古潮（青嗣）の発生教は、 東京

湾を上回って日本 司 である。 湾輿の浅海が大規

模に埋立てられたため、 浄化力が極端に落ちた

ことが汚濁の主要な原因である。

リゾ｝ト開発の埋立て計画に警鐘…f三何構l

出師（三荷湾研究会）

リゾ ー ト開発「ラグ ー ナ帯都j計画が銘打つ

「環境保全型開発」の計画が93年に動き出した。

ちょうFこの時期に西陣八東氏（名大名誉教捜）

を軸に三河湾の汚濁問題についての研究会が、

研究会を重ねて立ち上げられており、 この計画

に対する批判をこめて「三M湾Jが出肱された

のが97年である。 同年、 三何時の再生をテ ー マ

トしたシンポジウムを、 豊橋で三M湾研究会土

地元産業界が重量加する懇話会の共催で聞いて、

地元の世論に汚理問題

の探刻さについてア

ピ ー んした D

瞳を明確に認識していたので、 との準備書の問

題点について、 研究者有志土して，古見書を提出

した。（白熱保護同体にも呼びかけて、 意見書を

出す運動を行った。）

六条掘と三二再構を守る会の結成と括動

世川干潟を守る会、 渥美自然を守る会など、

地元の自黙保護団体・ 個人の応援を受けて、 六

条閣と三河湾を守る会を結成し、 埋V:て計画の

撤回をめざす取り組みが始まったのは、 この，む

見書を出す運動がきっかけであった c シンポジ

ウムの開催、 干潟見学会、 署名運動、 愛知県へ

の要請行動、 環壇庁への要請行動など、 99年以

来取り組んできた Q

結果として、 この事業の環境影響評価書は完

成することなく、次期の港湾計画改訂期（05年）

を迎え、 事実上取りやめになった つ その最大の

理由l士、 埋立て予定地にアマモ ー コアマその葎

場があり、 その代償措置のめどが立たなカ h った

ためである。 準備書には豊川河口をはさんだ六

条開の反対側に人工薫場を造成して代償すると

されていたが、 専門家による検討委員会を設け

て検討した結果、 藻場造成が成功するめどが立

たないことがはっきりしたため、 この計画lは頓

蒲郡 2000年の三珂茸
;llEJ{色Iま干拓地を示す。

六条掲の埋立て計画に

対して研究者有志が意

見書を出す 三河込 乙一ー豊JI!�可口
そのような時期に、

糧主湾現に残る最後の

まとまった干潟・ 浅場

である山条悶の埋立て

計両が動き出した G 神

野西地区の埋立て事業

と呼ばれるとの事業計

画は、99年2月に環境影

響評価準情書が離監さ

れ、 3月末が意見書の提

出期限であった。 三何

湾研究会で埋立ての問

三河湾
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田原

豊橋

神野新田

京川干溝
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挫したのである。もちろん、過去の三河港関係

の埋立て事業においてはほとんど出されなかっ

た住民等からのi盲見書が多数出されたことが、

安易な理め立てをさせない結果を導いたことは

間違いないであろう。

三河港港湾計画改訂案に保全の方向性

三河港港湾計画の改訂に向けて、霊知県は04

年4月に汽条潟の部分的保全の方向性を打ち出

した。（日本ーの）アサリ稚員の塾生場所とし

て、水産商からの保全の要請があること、環境

保全を考慮した港湾計画とするととなどを理由

として、残存する六条潟の浅場の北側半分程度

を保全するというものであるむこの港湾計画の

検討委員会（幹事会）には、初めて市民団体の

代表が参加する形がとられたが、実質的な審議

がなされていないなど問題もある。環境保全揮

を｜分に備えた港湾計画が輔られるように切望

するものである。

水鳥にとって重要な湿地・六条潟の保全

近年、六条潟付近で越冬するスズガモはかつ

てより減って 1万羽程度であるが、昼間干潟の

沖で大群をなして採餌しているのを防潮堤の上

から観察できる。このほか蒲郡から六条潟・汐

川にかけてホシハジロが数千羽越冬しているが、

夜行性なので採餌場所がはっきりしなし、。主と

ダイサギ

しろちどり 47号

特別寄稿．六条干潟

して六条潟で採鰐しているのではなし、かと思わ

れる。ただし、夏季に苦潮によって干潟・浅場

の底生動物が壊滅した年の冬には、スズガその

越4群はよそに移動し、ほとんど姿を見なし、。
なお、渥美湾の奥部の三河港域は、蒲郡御

津地区、六条潟、および汐川干潟に分けて考え

がちであるが、水鳥たちにとってみれば、 体

の生態系であり、全体を保全していくことが重

要であると考えられる。というのは、寒冷前線

通過など強風が吹き荒れる場合には、水鳥たち

は、地形的に風除けがある蒲郡方画に移動寸る

か、防潮堤を風除けとして、神野新田の遊水池

で休むなどする。年によって、あるいは時期に

よって場所ごとに鰐動物の発生状況は異なると

思われるので、あちとち移動しながら冬越しを

しているのが実態であろう。したがって、汐川

干潟あるいは六条潟のみ保全しても、水鳥たち

にとっては安泰ではない。湾岸の浅場全体を保

全する管理計画を骨jることが必要である。

以上（2005.05.06 記）

六条潟付近のウォッチング・サイト紹介

まず、六長潟へのアプローチであるが、道路

地問を念頭に説明すると、浜松方面から圃道1

号を西に向かうと豊橋市役所西の（西八町）交

差点で岡崎方面に北上して行くが、これを曲が

らずにこそのまま西に向かつて国道23号に入

る。この23号を蒲郡方面に向かつて進むと、新

栄交差点で23号は北方向に曲がっていくが、こ

れも曲がらずまっすぐ西に市道｛かもめ街道）

を進んで、突き当たったところが、豊橋総合ス

ポーツ公園である。三三には駐車スペースがあ

る。六条潟に面する防潮堤にl士、ここからン

パレスの建物の脇を妓けて従事でいける。体育

館の南側を回り込めば、車でそのまま防潮堤の

上に出ることも可能である。
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ミサゴの越冬地にもなっており、冬季の問、

ほぽ確実にミサゴが漁をするのを見ることがで

きる。防潮堤の内側は、干拓地の遊水池となっ

ており、ここにもさまざまな水鳥をみることが

できるロ
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私のバー ドウォッチング

竹林 康 （伊勢市）

何［tj／目かの探烏金の時ある程度は晶の見分け

もできかけた頃、 薄暗し 、 神宮林の中でク口ジの

オスを観た。 野島国櫨では何度も観ておりあま

り冴えない烏だと思っていたが実際その島を買

眼観のレンズのなかにして感動した。 現在の京

眼鏡の光学刊：吉告の高さにもよるかもしれないが、

生きてる島の息遣いが私の心にせまってきた。

おそらくパードウォッチングを始めた人の誰に

もある経験だとおもう。 定年退職して仕事のな

い自分にとって、当黙バ ー ドウォッチングにのめ

り込んで行く。 種頭を追い確証のカメラ撮影に

躍起となり カメラにブイ ー ノレドスコ ー プにと

金をかけた。 県内はもとより琵琶湖、 輪島左足

も広がり、 それはそれで満足もし、 納得もして

いる ロ しかしあのクロジを観たときの感動は少

しずつ薄れていくようだった ロ

野鳥の会iこ入って確か半年金りではあるが、

毎日がウォッチング三昧の状態l土、 普通の人の

二、 L年を経過した樺なものだ。 もやもやとし

た雲の中iこ入りかけたそんな時、 日本野島の金

三重県支部長のI瞳名の無い研修会Iが津で

あった U ひょっとしたらとの望みをもって研修

会に参加した。 そもそも自分の野鳥の会への入

金の切っ掛けは、 加藤幸子著のI私の白黙

ウォッチングjを読んだ事が起因することもあ

る。 人聞が自黙の中にあって島のことだけにか

かわらず自分の存在する白黙のあらゆる動植物

を認識しよう在、 しようまいが人は生き， 生涯

を過ごすこ止はできる。 しかし架空の世間の事

ではなく、 実証する自分の存在している自黙の

ことをすべては不可能としても出来る限り長門、

いkおしんで生きるのも人聞の生だと確信する。

研修会は支部長が実物の植物あるいは動物の

唱暗部をjjーして自黙に封して常に不思轟の気持ち

を持ち続けることが、 ライフワ ー クとしての

『バードウォッチングJあるいは白黙ウォッチン

グJ .1::永くつきあって行く最良の方法であるこ

とを事加者に伝文る題名が無い r ころか、 大き

な題名のある二時間のアッという閣の研接会で

あった。 人は自分の中に対象物の知識があって

初めて物が見え語、識する。 半年余りの経験者の

私が長年の経験のある'Ji ，）� に「パードウォッチ

ング」について語るのは恥知らずのことではあ

るが、 今の自分が言えるのは、 こんなところか

もしれない。

これからも自黙の中の不思議聾見を心がけて

行こうとおもいます。

コウライアイサ

－ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

南島町沖で海鳥観察

嶋田春幸（度会郡南島町）

南島町は美しいリアス式梅岸が続く海の町です

が、 野鳥観察となると広大な干調や葦原、 田圃

地帯が無いのでシギ ・ チドリ顕があまり見られ

ないのが残念です。 漁港でカモメ類、 近所の林

道で季節の野鳥の祖察などが主な揮晶となって

いますが、 もの起りなくなって、 時々伊勢平野

にシギ・チドリを楽しみに行きます。 そして2

しろちどり47号
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年ほど前から地元の海鳥を見たいという思いが

政第に強くなり、 昨年末から船で神に出るよう

になりました。 少しでも風や披があると沖に出

ることが出来ませんし、 小さな船であまり速く

まで行けませんので市島町費捕～大紀町鵠まで

の神を主な観察場所としています。 沖に出てよ

く見られる烏は、 カモメ類、 ウミスズメ、 カン

ムリウミスズメ、 オオミズナギドリ、 クロサギ

なEです。 披が無いとき梅原を烏の群れを探し

て船を定らすのは楽しいですし、 ウミスズメた



舗のページ 曾
ちのかわいい聾や、 オオミズナギドリが海面す のクロサギを見ましたのでひょっとしたら軍備
れすれを滑空する警は何度見ても良いものです。 が観察できるかもしれません。 三れからも梅況
今年の3月には古和浦沖でウトウを発見、 初め が良い休日を選んで、 無理しないように観察し
て見た北の橿鳥に大感激しました。 また沖の蝿 ていきたいと思っています。
にはいつもクロザギがいて誼打ち際で採餌して （カットも著者）
います。 この島も私のお気に入りのひとつですq

近くの島のアオサギキカワウのコロニ ー に5羽

取 撮 商 品 ｜ 
フィールドスコープ

現阻観（小型・大型〉

天体望遠醜
カメラ（新品・中古〉

その他光学製品各種

KOWA ·NIKON ·FUJINON 
MIYAUCHトVIXEN·PENTAX他

中部地区最大の光学製品専門店

｜｜・ I i=t’::f,,,Ylf•J.伺W-6:t,'ll:t�•::t冨;f;J:t’－

子レスコープセンターアイペル〈株式命社アイペル〉
干514 欄0801掃市船珊町3412（メガネのマスダ2F) TEし059 欄 228-4119

定休日／毎週水帽悶 官難時間／10:00～ 19:00
ホームペ－9 http://www.eyebell.com メールアドレスeyebell骨diamond. broba. cc

しろちどり47号
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毎9 連続．野鳥と貨幣

野鳥と貨幣（お金には野鳥がいっぱい） 幣んでいるのであるロ

3. お金に野鳥がいた

坂口 守（鈴鹿市） 日頃何気なく依っていたお金に鳥がL、たc 先

1 野鳥と私

私たちは、生まれながらにして豊な自然の中

に生き、樹木や花や、そこに飛び交う小鳥のこ

と、何の疑問も抱かず生活してきた。

私も20数年前に定年を迎え、自由の身となっ

た成る目。万博公園の探烏会で、イカルとill

合ったロ雀、鳴の類しか知らなかった私は、目

から鱗が落ちた。なんと可憂いしりl、鳥だろう。

噛りも心頭まで届いた。以来、暇があれば烏を

求めて公園を散策したのであった。その都度、

色々と先輩諸兄からお知恵を頂いた。探鳥会は

自然と親しみ、浩然の気を養いながら野鳥が楽

しめる。また。大勢の広い分野の方々との出会

いもあり、これまた楽しい、その上に、バ ド

ウ寸ッチングは中高齢者には適度の運動であり

石二烏まととに得難い趣映である。早速、日

本野鳥の会に入会、周辺の探烏会には万難を排

して参加ご指導を賜った。

2 野鳥の魅力

人類がこの地球上に誕生して以来、人々は鳥

の魅力なかでも飛朔カに、賢官嘆の眼差しで見て

きたことだろう。その上に、可彊い、美しい、甫

りもまた格別な楽しみがある。他の動物には無

いスマートさは、私には別のt世界が聞けていっ

たのであった。鳥は昔から人々に霊さ札、文字

や民話、絵画の中に数多〈登

場している。最近では日本野

鳥の会の支援で、パードウ

オッチングが健全な趣味とし

て定着した。鳥たちがこのよ

うに私たちの心を捉えて離さ

人達も鳥には 日置いて、敬意を丘したのであ

ろう。命の次に大切なお金（貨幣）に数多くの

野鳥が彫刻された旬、印刷されているではない

か。お金こそ遠い昔から人々の栄枯盛衰、喜怒

哀楽、幸、不幸に司王るまで、これほE密接な繋

がりのあるものは他に無し、。何事も先立つもの

はお金だ。物心が付いてからお金の有り難さを

しっかりと刻み込まれてきた私たちである。そ

のお金に野鳥がいる。驚きの再発買である。ア

テネオリンピックで有名なギリシアは古くから

優れた文化があり、精巧な刻印のあるテトラド

ラクマ銀貨が使われていた。表面にはアテネの

守護神の女神像、裏面にはアテナイの召し使い

聖鳥だったフクロウとオリープが刻まれている。

フケuウの右側にギリシヤ文字Aeが主u印され
ている。これは「アテネイ人のために」という

ギリンヤ語の最初の部分である このデザイン

は紀元前 1世紀のアテネイ銀貨の終君主で標準

型であったという。北海道でシマフクロウをみ

てすっかりフケロウの魅力に取り付かれた私は

感動した。フクロウは古代から智恵者だった。

95年ギリシヤを旅したが、貨幣単位ばドラクマ

であった。 25口口年前から延々とドラクマが使用

されているのである。驚くばかりであった。

4. お金（貨幣）って／，）だろう

速い昔、中国では欲しい物を手に入れるため

ない。それは、人間牛活と共 7テキmテトラドヲ7マ銀首 ヌ弘一ジヲνト
キ4ウィ

プ7テマヲ
ケ刊7メノ感の同じ自然の範囲で生活し ヴフロウ 吋

ているから謎々親しさが感じ

られるのであろう。森を歩い

ていても、鳥たちとの出会い

は、他の晴乳類との出会いと

は感動が違うのである。

－・・野鳥はどこかに魅力が

しろちどり 47号

ハ吋勺＝・－￥怠ア
桔ll!A-

26 

マレーνア
サイh ウ

？？ず＝；＜タゾ
押’7泊ヴ加ノ



連軍；野鳥と貰帯

には、 物と物との直接交換をしてし、たが、 不恒
であり、 希少価値のあるものがその控目をして
きた。 例えl工、 穀物干布、 或いは宝石、 貝など
であったが不慣であった。 そこに現れたのが金
属である。 ヨ ー ロッパでも金ー盤l土貨幣として全
盛期を迎えた、 かの有名な軽清学者マルクスは
「金輯は生まれながらにして貨幣ではないが、貨
幣は生まれながらにして金額である。」と意味深
いことを述べている。 それから銅・鉛・亜鉛・プ
ラチナ ・ 錫などが慣われた D このようにコイン
して、 貨幣)tfヒははじまった。

三のコインに多くの名鳥が打却lされたのであ
る。 堪らない。 今村仁司は「貨惜とはありふれ
たものだが、 毎日それを憤って人々は生活をし
ている。 現在では貨幣は、 それなしでは生活で
きない何者かである。 いわば、 空気、酷事みたい
なものだ。」と、 経荷生活における人間特有のも
ので、動物には決してないものである。また、あ
る人は「お金とは第2の血確である。」とも言う
ている。
5. 世界のコイン

コインとは、金属～通常金や錦、 あるいは舗と
の什金から造られた貨幣の ‘ つである Q 紀元前
600年頃に始めて／トアジアで始まり、 その桂、
ヨ ー ロッパ、 地中海に、 アジアはインドにと拡
がった。 東方では中国で始めて造られた。

コインは、 考古学や歴史家が過去を解釈しよ
うとする際の最も重要な情報臨とされている。
これは、人工物と比べて、言
葉や像、 年代が印されてい
るし、 耐久性があるからで
しょう。

k英博物館には5 0万個
を超えるコレクションがあ
り、 また、 毎年何万個が尭
行或いは尭掘されていると
言うことである。 この中
から鳥のコインを掘りIHす
のである。 どんな野鳥が飛
び出すのか文献をめくっ
た。 世界のコインは、 人物
中心に発展してきた。 どれ
を見ても、 その生まれた時

オ－宗トヲり7
-;iトドM

-u. －ーヤヨ1:,.)1/
サ四ウチーウ

盛
代の民雄性、 国民性、 社会、 経清状態などの歴
史、 地域性が嵯集されていて、 その師値は計り
知れないと思う。 私たちには当時の文化を伝え
てくれる小さな使者なのである。 現在世界の
205の国や地域でコインが発行されていて、 そ
の教は約1000万種顕と考えられる。 日本が西欧
のコインに初めて接したのは、 16世紀頃、 おそ
らく鉄砲伝来位と言われている Q

この聖書しいコインの中から、 名鳥のコインを
探すのである U 世界にはその土地の風士、 地球
の開発によって進化をしていったであろう鳥も
多くいるが、 今では未聞の各地には珍しい野鳥
が棲んでいる。 一般的に熱帯地方には種類が多
い。例えばコロンピア1721暗インドネシ71519
種 c か、 今は羽根が進化して飛べない鳥も多い。
ニュ ー ジ ー ランドのキウイもその仲間。 グアテ
マラの国鳥のケッツアノL、 ニュ ー ギニアの極楽
島、 モリ ー シャスのド ー ド ー 今は絶睡したとか、
オ ー ストラリアのコトドリなど、 これらの名鳥
がコインに刻まれているのである。

日本のトキは絶輔寸前、 日中友軒のシンボル
として中国から贈られて来たトキから雛が誕生
し士。 中国にはトキのコインがある U ヨ ー ロツ
パでは1400年代から、 双頭のワシが各国のコイ
ンに多〈描かれた。 アメリカでは誇り高き誼禽
の白頭ワシは、 人々から非常な賞賛を受け、
イ ー グル貨とし、う名称を与えられ親しまれてい
る。 （カットも著者；以下次号。 編集部）

つh ナ ＇！
＂

11ナ'J
# ··/)t/ 

中 国
トヰ

ぺY包了
7ジす王／

7メリ方
自珂膏
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電9 支部活動のページ

2005年度三重県支部総会が開催されました！

5月29目、 三重県総合文化センタ ー （津市）において三重県支部総会が開かれました。

総会では19名目理事が選出され、 三重県支部規則にのっとり第1 lri］理事会で、 支部長に杉浦邦彦

氏、面！j支部長にH1川雄二氏、 高橋松人氏をそれぞれ選出しました。

なお、 2005年度の支部体制は以下の通りです。

楽地区体制について

市町村合併で、 嬉野町、三雲町が松阪市に合f井されましたが、 当面両町在住の会員は今まで 

通り津地区に所属し、 今接、 松阪地区と津地区との交流を図り、 1地区に合甘するよう努める 

ことにしました。

（総会の詳細は改号に掲載します。）

支部活動の記録

・主部活動の記掠（ 2月 ～ 5月）

2/13部長会議

3/6第3回理事会

3/14木曽岬干拓地整情事業アセス準備書についての意見書畢出

3 各委託事業報告まとめ作業・報告書提出

3/21文部報「しろらどり」4 6号発行 ・ 発送作業

3/29事務局会議

3/30国交省と松名 i頼海岸堤防工事について打ち合わせ

4/19津県民局農水産部へ打ち合わせ

4/23 保謹部会

4/26樟県民間へ書配事業入札

5/3 糟市神戸大能地献猟標止区械設定に部る；意見書を提出

5/5 五:E晦岸・清掃荷動

5/29 2005年度輸、会・第l[副理事会

しろちどり47骨
28 

（文古：編集部）

事務局まとめ



支部活動のページ 重量
． これからの予定（ 6月～

6 小島店調査

6 県・事事棋との合同パトロ ー ル

6/25中部プロック会議

お知らせ

古お手伝いしていただけませんかワ

三重県支部では、 探鳥会が轄わったあとや室内講座などで図鑑や野鳥グッズを服売していま

す。 北勢地区・南勢地区で甑完のお手伝いしていただける方を募聾します。 詳細については、

事務局まで（090· 1566·6010) 

台個人情報保護法の施行にあわせ、 配麗するよう努めます。

この春から、 個人情報保護法が施行されています。 支部でも全員名簿や参加者名捧などの個

人情報は、 これまで以上に取り担いに桂意し融重に管理する右向で検討します。

台ご意見をお寄せください！

会の運営や方針について、 皆さんからのご意見・ ご要望を聞かせてください。

その他、 皆さんの地域での話題など、 どんなことでもかまいませんので、 たくさんのお恒りを

お持ちしています。 （事務局または編集部まで）

2004年度第3回理事会

日時：3月6日 （円） 1 3 : 3 0 ～

場所司津市雲出市民センタ ー

出席者1 3名が、 下記の項目について話し合いました。

1. 木曽岬干拓地整備事業環境影響評価準備書に対する意見（案）について

2， 探島会報告の記載方法

3. 地区編成

4. 来年度からの体制

5. 各部 今年産の活動報時、 来年度の計画

6. 地区 今年度内活動報告、 来年度の計幽
F

三重県へ提出した木曽岬干拓地環境整

備事業環境影響評価準備書に対する

「意見書」概要
保語部

日本では数少ないチュウヒの需殖場所である

木骨岬干拓地に行われようとしている三麗県の

環境整備事業の準備帯が出され、 説明会も開催

されました。 措備帯に対して、 日本野鳥の金三

麗県支部として、 上記の意見書を3月に提出し

29 

ました。 以前から協力して保謹活動を行ってき

た日本野鳥の会愛知県支部、 名古屋鳥類調査会

と日本野鳥の会本部などからも意見書が提出さ

れました。 コモ重県支部の提出した意見書の概要

は以下の通りです。

・ 今回の工事目的にあるワンパク広場が緊急

性、 必腰性がないものであり、 また、 知事自

ら航空産業の拠点にと県融会で措雷してい

ることも今聞の事業の店、要性のなさを吊し

ていないか。

しろちどり47骨



種9 支部活動のページ／野轟情報

チュウとの事殖を認め、 その保全区を設置
したが、 撃殖に必要な函摘が約5 0へク
タ 国ソレと算出した担拠がない。
揖境保全措置の効果の程度が不明であると
しながら、 チュウヒについては現在確認さ
れている3つがいの官換が期待されるとし
ている。 こめと止は科学的な雌拠なしに準
備書作成者の期待を書い1工だけではないかO

L事を始めて、整殖に影響がt:11ても、 工事を
中止しないとなっているが、 それならば、 保
全措置の有効性を確認してからE事に入ら
ないのか。
チュウヒ ー ハイイロチュウヒ ・ コチョウゲン

ポウなどの多数の猛禽顕がねぐらにしてい
るが、 そのことに対する影響評価がなされ
ていなし、。
l 5 {f 2月のねぐら調査でハイイロチュウ
ヒが1 7羽、 チュウヒが5羽観察されてい
るが、 同月の我々のねぐら調査ではハイイ
ロチュウヒ4羽、 チュウヒl 9羽であった。
ハイイロチュウヒカt 1 7羽も親察されるよ
うなところは今までH本にはなく、 閉じよ
うにi腰の白Lリチュウヒの雄土ハイイロ
チュウとの雌を誤認した可能性が高い。 ま
た、 準備書記載者もハイイロチュウヒポ希
少種であるという認識がなく、 多数ハイイ
ロチュウヒが組事されたことに到して伺ら
の評師もなく、 鳥類に対する評価において
未熟であったことを去している 3

ハイイロチュウヒの雌が多数観察された士

野鳥情報

種 名 個体数 観察日 場 所

記載されているが、 上記の誤認による土考
えられる。
夏季にも観察されているオオタカについて、
準備書では何も記載がないのはなぜか己

木曽岬干拓地周辺でイカルチドリの多数の
観諜例が記載されているが、 コ チドリやシ
口チドリの組事されている場所と重なり、
誤認と考えられる。
コシャクシギが海岸if>Ft品や泥地の平原や
草原に生息するとなっていて、l週鑑額など
に記載されている「干揖などではほとんど
観聾されるこ士はなL 、 」と記述と矛盾する。
そして、 コ シャクシギが鍋田川河口部、 木曽
岬干拓地南部の木曽川船いの埋防上で観察
記撮があるが、 今までの観県例や閲鑑など
の説明とは矛盾している ロ

チュウヒが音に瞳感に反応して揺餌行動を
行っているのに工事の音に封する環境保全
措世が｜低公害型機械の採用Jをすることだ
けである む チュウヒの行動を詳しく調べ、影
響を検討したとも思えない 司

チュウヒの事殖が行われている場所が陸ら
れている中で、 当該事業でチュウヒ繋殖が
融少することは確実であり、 木持岬干柘地
で型車殖するチュウヒの重要性についての認
識と事殖細体の絶輔の可能性についての見
角平を求める。
準備書には矛盾・科学的根拠の欠落が多す
ぎる。 再度の説明を求める。

（文責：近藤義孝）

保 護 部

（通 称） 備考・メモ 報告書

ヤツガシラ 2005/3/31 松阪市上川町 （施設駐車場） 植載地面で標餌 杉井隆

サシパ 2005/4/4 伊聾市宇治中村町（五十鈴川珂畔） 初寵記録 杉原豊

オオJレリ 2005/4／自 安轟町 （提が峰量出口） 初認記録 川目 立葺

しろちどり47号
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野鳥情報連絡票／探品会報告 室主
「三重県の野島記録連結票Jについて
Iしろちどりj前号 、 46号で 、 『野島情報について』を保護部からお知らせし社 。 このたび、 様

式 I 三重県の野鳥記晶連結票 1 を以下に掲載しますので、 情報を頂く際にお値いください。 郵檀や
FAX (059・237・2040）で送って頂く場合はコピ ー して手書きで、 Eメ ー ルの場合は、 野島情報担
当のメ ー ル ・ アドレスに連絡頂ければ、 返信メ ー ルで樺式（EXC E Lファイル）を送りますの
で、 これをお佳いください。

なお、 上記L、ずれの場合でもI野鳥記齢連絡票jの報告内容を備えていれば、 かならずしも本樺
式にこだわるものではありません。 （保護部）

【三重県の野鳥記録連絡票】
,,a鰻百時（必須｝

く列：12/30.150:00’頃〉

＠行動，繁殖の有無可
く{JiJ·浅瀬に立ち 、 採餌・羽づくろい〉

IDそのNIの記旺者氏名（複数記入可）
涼記録に立ち会った人

その他気がついたとと
耳目その他の行動、飛期、慌我の有無等

02入にあたって》 （様式th：三野保一1 ) 
つ主 － 1：項目名由主字箇所（喧喧准坦坦漕）)l;t必彊項目です。必ず記入して下さい。
・注 － 2：本票田送付方法，送付先等については、櫨聞紙『しろちどりJ46号をご覧下さい。

宛先 保護部 野島情報担当 

探鳥会報告 2005年1月～4月

． 木曽岬干拓地探島会
（共催 愛知県野鳥保護連絡協議会）
2005年1月23日（日）
三重県木曽岬平拓地／霊知県鍋田干拓地
近藤義孝 村田芳雄 参加者14人
カイツブリ（4） 、 カワウ印刷、 ダイサギ（2）、 コ サギ
( 1） 、 アオサギ（1), --7 ガよそ印刷 、 カルガモ（90） 、 コ

ガモ（60） 、 オカヨシガモ（50）、 オナガガモ（I)、 ハ

シピロガ毛、 （10）、 ホシハジロ（10）
、 キンクロハジロ

(7）、 ミサゴ（5） 、 オオタカ(1）、 ノスリ（1） 、 ハ イイ
ロチュケヒ（2）、 チzウヒ（3）、 チョウゲンポウ（2）、
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キジ（7） 、 タゲリ（20） 、 イソシギ（2） 、コ リカ壬メ（2） 、

カモメ（5） 、 キジバト（50) ヒハリ（2） 、 ハ クセキレ
イ（9）、 ダヒパリ（15）、ヒヨドリ（5）、モズ（3）、 ジョ
ウピタキ（2）、 シロハラ（2） 、 ツグミ印刷 、 ホオジロ
印刷 、 アオジ（2） 、 オオジュリン（目 、 カワラヒワ（30） 、

スズメ（300） 、 ムクドリ（30） 、 ハ シボソガラス（300） 、

ハシプトガラス（60）、 ドパト（100）。 計42種

冬の木曽岬・鍋田は孟禽額の天園、 ハ イイロ
チュウヒの雄が、 自の前を飛んでいってくれた。
木曽岬干拓地を埋め立て、 ワンパク広場にする
計画が進められようとしている。 意暁のない公
共事業をとめ、 干拓地を院の世代に役立つよう
にしないといけない。

しろちどり47号



種9
． 鉛の森公欄探島会

2005年1月23 H （日） 9:30 12:00 

松阪市 ） ll井町鈴の轟公闘、 車内川周辺

君主日ひろ子 三 小津みゆき 事加者14名（全員12

入、 会員外2人）

カイツブリ、 カワク、 コ ガそ（60）、トピ、 チョウゲンポ
ウ、 クサシギ ‘ イソシギ 、 ユリカモメ（100）、 キジバト、
キセキレイ｛説、 ハ クセキレイ、 セグ口セキレイ、 ヒヨ
ドリ、 モズ、 イソヒヨドり（1♂kツグミ 、 メジ口 、 ア

オジ（8）、 カワラヒワ（19）、 スズメ、 ムクドリ、 ハ シボ

ゾガラス、 ハ シブトガラス、 ドバト 計24種

iHが降らないかと心配しましたが、 格わりの

)fには薄日がさし当初心配した寒さも無く無事

終わることが／：ll来ました。 昨年の台風、 大i�H等

で坂内J IIの芦JW:群が無くなり、 烏の散も少なく

なった樺に思います。 カワセミ、 ジョウピタキ、

パン等の出現を期持していましたが残；色、 遭遇

できませんでした。 でもイソヒヨドリ♂、 チョ

ウゲンポウ♂に出会えたこJては幸いでした D

般の参加者が少なかったです。

． 官 ） 11・外披田川探島全

2005年1月27 l:l （木） 9:30•11:30 

伊勢市磯町

西村東 山田昭子 事加者16人（全員13人、

会員外3人）
ハジロカイツブリ（4）、 カンムリカイツプリ（2） 、 カ
ワヴ（15）、 ダイ母ギ（1）、 アオサギ（1）、 ヨr jjモ（1)、
コガモ（100） 、 オカヨシガモ（250）、ヒドリガモ（18）、
ホシハジ口、（200）キンク口ハジロ（150）、 スズガモ
(200）、 ミサニ｛ (4）、 トピ（5）、 ケリ、

イソシギ、.：.1- リカそメ（1.50）、 セグロカモメ（28）、 オ
オセグロカモメ（2）、 ウミネコ(15）、 キジパト（4）、
ハクセキレイ、ヒヨドリーモズ ‘ シロハラ、 ツグミ（目、
メジロ（5） 、 カワラヒワ、 スズメ、 ムクドリ、 ハ シボ

ソガラス、 ハ シプトガラス、 ドパト 計3 3種

天｛長が穏やかで暖かかったので、 のんびりと楽

しむことが出来た。 献を言えばもっと沢山のカ

モが見られるのに、 今年は約半分だったことが

残念。

． 余野公園接烏金

（共催『 日本野鳥の会 京都支部）

2005年1月30日〈日） 10:00・14:00

F賀市柘植 余野公圏内

白1f樟附彦輩矢尋 …

会員外6人｝

しろちどり47号

参加者24人（全員 18人、
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揮品会報告

トピ、 ハ イタ力、 キジパト、 カワセミ、 コ ゲラ、キセキ
レイ、 ハ クセキレイ、 ピ「ンズイ 』 タヒパリ、 ヒヨドリ、
モズー ルリピタキ、 ジョウピタキ、 ツグミ、 ウグイス、
エナガ、 ヤマガラ、 シジ 1 ウカラ、 メジロ ‘ アオジ、 カ
ワラヒワ、 シメ、 スズメ、 ハ シボソガラス、 ハ シブト

ガラス 』 ドバト 計26輔

3日朝、 雨が降っていたが、 10時ごろにはあ

がってくれた。少し寒かった。京都支部から、参

加していただいたが、 目当てのオオマシコ、 ベ

エマシコは出なかったのでショックでした。 全

体に小島が ＇Yなかった。 f:-J Ki；しが／f:lると小鳥の

ほうも ＇Y �多くなるかな。

． 五十齢川定例探鳥会

2005年2月3臼（木） 9:00•11:00 

伊勢iH今在家町・五卜鈴川問辺

林f享子力II晶降子 事加者7人（会員4入、 全

員外3人）
トピ（2）、オオタカ（1）、 ハ イタカ（1)、 キジバト（1)ー

アオバト（2） 、 カワセミ(1） ‘ コゲラ（4）. ハクセキ
レイ（1)、 ヒヨドリ（7). Jレリピタキ（♂1、 ♀1 ）、
ジョウピタキ（♂1）、 シ口ハラ（剖、 エ ナガ（J.2）、 ヤ
マガラ（10）、 シジュウカラ（7）、 メジロ（10）、 アオ
ジ（8）、 クロジ（♂1、 ♀1 ）、 スズメ（3） ‘ ハシポソ

ガラス、 ハ シプトガラス 計21種

章い日だったがルリピタキ、 クロジ、 ヤマガラ、

シジュウカラ、 コ ゲラ等艦やかに／f:l現。 この日

は望遠鐘が持参できなかったが、 その分参加者

は自分の日でしっかりと観輩出来、 烏探しも

しっかり会得しました。

・ 玉卜鈷公園探島会

2005年2月6日（日） 9:00・ 11:30

伊勢iii宇拍浦田町 五十鈷公園

杉浦邦彦 林淳子 市居瑞穂他 参加者37

人（会員32人、 会員外5人）
アオザギ（1)、 ミ吋ゴ（ 1 ）、 トピ（1 ）、 ノスり（1)、
イカルチドリ（2）、 イソシギ（1)、 キジパト(1）、 カワ
セミ（1)、 コ ゲラ（3） ， キセキレイ（1）、 ハ クセキレ
イ（ l ）、 セグロセキレイ（3）、 タヒバリ（ 3）. ヒヨ
ドリ（ 9）、 モズ(1）、 ジョウピタキ（♀1） 、 イYヒ
ヨドリ（♀1）、 トラツグミ（2）、 シロノ、ラ（8）＇ ツ
グミ（5）‘ シジ ；i. ウカラ（4）、 メジロ（8）、 ホオジロ

(8） 、 カワラヒワ（3）、 ス ズメ（3）、 ハ シポソガラス

(7） ， ハシプトガラス（9）、 ドパ卜（7）、 カモメsp

計29種

烏合せの接、 必ずなにか保護に関係することを

5 ～ 10分ほど話し合って終わりたい。 南勢地区

の金員のお陰で観察会にtf:1席される人遣が少し



揮品会報告

ずつ増加し亡いる。 ご協力いただいて感謝して

います。

． 木曽三川｜探島全

2005年2月6日（日）

桑名市多度町、 費知県海部郡立田村

近藤義孝 村田芳雄 参加者11人

カイツプリ、 カンムリカイツブリ、 カワウ、 アオサギ、
コハクチョ町、 マガモ、 カルガモ、 コ ガモ、 トモエガ

モ、 ヨ シガモ‘ ヒドリガモ、 オナガガモ、 ハ シピロガ

モ、 ホシハジ口、 キンクロハジロ、 ノスリ、 チュウヒ‘

オオパン、 コ チドリ、 ケリ、 タゲリ、 5シギ、 ユ リカモ
メ、 キジノ〈ト、 カワセミ、 ヒバリ、 ハ クセキレイ、 セグ

ロセキレイ 、 ヒヨドリ、 ジョウピタキ、 ツグミ、 シジュ

ウカヲ、 ホオジ口、 カシヲダカ、 アオジ、 オオジュリ
ン、 カワラヒワ、 ススメ 、 ムクドリ、 ハ シボゾガラス、

ハシプトガラス、 ドパト 計4 2種

損斐川では目当てのチュウヒなどが観察できな

かったが、 木曽川｜でコハクチョウやチュウヒに

出会えた n 揖斐川は狩猟が行われ、 カそ額がほ

とん r いなかったが、 木曽川ではカウントでき

ないほどのカモ類がいた D

． 津｛背楽公園探鳥会

2005年2月20日（日） 10:00 ・ 12:00

津市借楽公園

間八智子 斎藤加代子 参加者29人（会員

27人、 会員外2人）

キジバト、 ニl ゲラ 、 ピンズイ、 ヒヨドリ、 モズ‘ ジョウ

ピタキ‘ シロハラ‘ ツグミ、 ウグイス、 エ ナガ 、 ヤマガ
ラ、 シシュウカヲ、 メジ口、 アオジ 、 カワラビワ、 シ
メ、 スズメ、 ハシポソガラス、 ハ シブトガラス、 ドパ

ト 計20種

沢山の参加なので子供中心、 初心者、 ベ テラン

と3班に分れ、 ゆったり探鳥出来

た。 将来有望な子供たもの熱心さに

驚きました。

． 月ヶ瀬無限峡探鳥会

2005年2月27日（日） 10:00・ 12:00

奈良県月ヶ瀬村

塗矢尋 一 審加者16人（全員

10人、 会員外6人）

カイツブリ(1）、 カワウ（ 1 ）、 オシドリ
(30）、 カルガモ(14）、 トピ（1）、 オオタ
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皇室
カ（ 1 ）， ノス 1) ( 1）、 コ ジコケイ（6）‘ イカルチドリ
(2）、 イソシギ(I）、 アオパト（3） 、 ヤマセミ（2）、 キ
セキレイ（4）、 セグ口セキレイ（6）、 カワガラス（ 1) 、

Jレリピタキ（ 1）、 ジョウピタキ（2）、 ウグイス（12）、
エナガ印刷、 シジュウカラ（2）、 ホオシロ（2）、 ハ シ

ボソガラス（4) 計22種

待望のオシドリを初め1羽確認した ロ 少したつ

と川のすみからゾクゾクと出てきてオスメス合

わせて30羽になってすぐ近くで見られて喜ん

だE そのあとでヤマセミがゆっくりと見られと

てもよかった。 初めての方もいたので大変喜ん

でくれた。

． 木曽岬干拓地探鳥会

（共催 霊知県野鳥保護連絡協議会）

2005年2月27日（日）

乙重県木曽岬干拓地／愛知県鍋田干拓地

近藤義孝 村田芳雄 参加者18人

カイツプリ（24）‘ カワウ（20）、 ゲイサギ（別、 コ サ
ギ（1)、 アオサギ（ 1）、 マガモ（10）、 カルガモ（57）、
コガモ(100）、 寸カヨシガモ（45）、 ハ シピロガモ（ 7）、
ホシハジロ（ 17）、 キンクロハジロ（ 15）、 ミサゴ（3）、
トピ（目、 ノスり（4）、 ハ ヤブサ（1)、 コ 千ョウゲン

ボウ（1）、 キジ（2) ＇ ケリ（6）、 タゲリ（8）、 クサシ
ギ（1)、 イソシギ（3）、 キジパト(10）、 ヒバリ（4）、
ハクセキレイ（4）、セグロセキレイ(1）、タヒバリ（20）、
ヒヨドリ（3）、 キズ(I）、 ジョウピ空キ（2）、 ツグミ
(50）、 ウグイス(1）、 ホオジロ(14）、 アオジ（3）、 Jす
オ：／ユ IJンllO）、 カワラヒワ（29）、 スズメ（300） 、 ム
クドリ（30）、 ハ シポソガラス（300）、 ハ シブトガラス

(200）、 ドバト（70) 計41種

今回は、 チュウk、 ハ イイロチュウヒはお休み

だった P
コ チョウゲンポウが餌幸子食べているの

が観察できた。

ズグロカモメ

，..・＿＿......... 咽世－；；.ょ. ＇’ F E 『司

しろちどり47号



種審
－ i事瞳川定例探見合

2005 W 3 J1 1日（火） 9:40 11 :45 

凹U di市阿極部町

尾州｜片子 市i和義 参加者9人（全員7入、

会員外2人）
カノレガモ（20＋人当ジ（ 1 ）、ケリ（ 1 ）、キシパト（ 2)'
ヒハり（ 3）、 ハクセキレイ（ 2 L セゲロゼキレイ（6）、
モズ（ 3 ）、ツグミ（ 6）、ウグイス（ 1 ）、ホオジロ（4）、
カシラゲカ(IO＋）、 アオジ（ 2）、 カワラヒ「｝ ( 5）、 ス
ズメ（ 10＋）、 ムクドリ（3）、 ハ シボソガヲス（ 2 ) ＇ ド

ハト（10+) 計18積

鈴鹿山脈治、ら吹き降ろす：寒風にさらされたが、

好天には車；tれた ρ 鳥山楢組は少なかったけれ

ど、 桜の幹で集同越キするヨコズナサシガメを

みたり、 会巳に ｝ ii の流れと牛き物の係わりにつ

いての説明をし亡いただいたりして、 野X.t だけ

にとどまらない多樺な観察会だった。

• _h: t－錆ハ｜定例探島会

2005 fド；占月3 Jl （本） 9:00 ・ 10:45

伊勢市／げC§京町

行 J ド瑞穂 ｝)II島隆子 参加者・8人（会員7人、

会員外1人）
トヒ（1) 、 ノスり（1）、 キジハト（ 1）， カワセミ(1)、
コゲラ（8）、 キtキレイ（ 1） 、 ハ クセキレイ（1） 、 セ
グロセキレイ(1）、 ヒヨドり（8）、Jv iJピゲキ（与1）、
ジ，，ウピ担キ（♂1）、 シロハラ（2）、 ゴナガ（5＋）、 ヤ
マガラ（7） 、 シシュウカラ（8）、 メジロ（1)、 アオジ
(2人カワラヒワ（ 1)、スズ式（1)、 ノ、 シボソガラス「ll、
ハシ7トガラス（3)

J\- 21極

探鳥会を終えて駐市場iこJ見／万てき士ところ、 イ

カル50 Nr： とアオゲラ♂が日の自ijに の じっくりと

マヒワ

しろちどり47骨
34 

探島会報告

観察でき、 少しもの;.Eりな丹、った搾馬会もこれ

で満足。 でもごれを見られたのは5人だけ、 あ

との3人の Ji には御免なさい 3

• .  fi垣地保（占会

2005年3月6日（同） 10:00 ・ 12:00

鈴鹿市西］s: ±IT_町石垣池

市川雄二 市川美代子 尾畑J .F令子 参加

者25人（会員11人、 会員外14人）
カイツイl）、 カワウ 、 コ サギ ‘ ア オサギ、 マガモ、 カル
ガモ 、 コ ガニE、 ヨンガヰ 、 オカヨンガモ、）－·トリガモ 、

オ寸ガガニE 、 ハ シヒ口ガモ 、 刀、ンハジ口 当ンクロハ

ジ口、 ミコfイガ（年） 、 F 、ン 、 コリカモメ、 キジヘト、
つゲラ 、 ／、クピキレイ 、 tグロセヰレイ 、 ヒIドリ 、 ジ，
ウヒタキ（年） 恒 三／ t，ハラ、 アグミ、 アオジ、 カワ弓k
ワ 、 スズメ 、 ムクドリ 、 ハ シポソガラス、 ハシプトガ
ラス 計31種

市の広報などを見て非会員の )f !J• 14名来亡くだ

さった。 31楠と多くの烏と会えました c

・宮川中流探品会

2005年3円11 r-i （来）

度会町宮リバーj主会’4ーク周辺

小駈理署；山日昭子 雨天d〕ため中I上

・ 鶴岡山探局会

2005年3 n 19 日 （ 十て） 9:30-12:00

松阪市久保町

宵田た一つ 中村洋子 参加者16人（会員

15人、 会員外l人）
ミ刊ゴ（ 1 ） 、 トピ(1）、 コγ2ケイ（ 1 ｝、 キシパト
( 3）、 コ ゲラ（ 7) 、 ヒンズイ（ 4 ） 、 ヒヨドリ（ 8 ） 咽

ンョウヒタキ（ 2 ) ' ，，ノゲミ（どにウグイス（ 6), .J.
すガ（Ia）、 ヤマガラ（月上 シジコウカラ（ 6 ) ＇ メシ
ロ（ 4）、アオジ（日）、カワラビワ（20）、ムクドリ（ 1 ）、
ハjボ＇／ jfヲス＋ハシブトガヲス（20）、 ドパ1 (10) 

計20椅

ウグイスの削鴨を聞けた G 初心者に楽しんでも

らえたと忠、う。

・ 木骨岬下拓地開島会

（共催 愛知県野鳥保護埠緒協議会）

2005年3月27日（円）

ニ重県木曽岬干拓地／愛知県鍋附干拓地

ilr藤義孝 付田芳雄 参 J）日者16人
カイツブり（10）、 カワウ（30）、 ダイサギ（針 、 ア オ
サギ（6）、 ヮ ガ号、 （2）、 カノレガモ(15）、 コ ガモ（140）、
オカ子jシガ宅問 （20）、 ハ シピロガモ（9）、 ホシハジロ

〆
川
町



揮鳥会報告

(12）、 キンクロハジロ（12）、 ミサゴ（3） 、 トヒ（ 1）、
オオタカ（1）、 チュウヒ（則、 キジ（3）、 ケリ(15）、
タゲリ（14）、クサシギ（目、イソシギ（目、カモメ（ 1）、
キジパト（3）、カワセミ（1） ‘ ヒバリ（10）、ツバメ（到、
ハクセキレイ（刷、 タヒパり（3）、 ヒヨドリ（5）、 モ
ズ（3）、 ジョウピタキ（1）、ツグミ（10）、ホオジロ（1）、
カワラヒワ（3）、 スズメ（300）、 ム クドリ（20）、 ハ シ
ボソガラス（100）、 ハ シプトガラス（40）、 ドパト印刷

言J-38種

干拓地の上をチュウヒが飛んでくれた。 今年も

うまく聾殖できるといいのだが。

・松阪べ／レファ ー ム探鳥会

（共催 松臨ベルファ ー ム）

2005年4月2日（土） 10:00 ・ 12:00

松阪市伊勢寺町松阪ベルファ ー ム

中村洋子水森和子 参加者21人（会員19人、

会員外2人）
カイツプリ（1)、 カワウ（2）、 アオ叶ギ（ll、 カ／レガ
モ（2）、 コ ガモ（7）、 ヨシガモ（2）、
ヒドリガモ（6）、 れ シピロガモ（15） 、 ホシハジロ（4）、
キンクロハジロ(12人 キジパト（ 1)、 カワセミ（ 1)、
ヒパり（5）、 ツ r, _,( ( 1)、 tグ口セキレイ（1) 、 ヒヨ
ドり(10）、 ツグミ（3）、 カシラダカ（3）、 アオジ（1)、
カワラヒワ（別、 スズメ（2）、 ムクドリ（2）、 ハ シポ

ソガラス（10）、 ハ シブトガラス(1) 0 計24種

昨年4月農業公園として開園され、 地にカモが

7種顎いました。 今後どのように変化するのか

見守りたいですe

． 五十鈴公嗣パ ー ドウオ 、ソチング

2005年4月9日（上） 9:30・ 11:30

研勢市宇治浦田町 五十鈴公国

重E
・藤原面山麓探島会

2005年4月16日（上） 9:30· 11 :30

し、なベ市藤原町（大貝戸～原本）

加藤光弘楢原案 参加者7人（会員6人‘ 会

員外1人）
アオサギ ‘ キジ 、 ケリ、 コ ゲヲ、 ヒパリ、 ツパメ、 キセ
キレイ、 ハ クセキレイ、 セグロセキレイ、 ヒヨドリ 、 モ
ズ、 カワガラス、 ウグイス、 キビタキ、 オオ J\, l）、 エナ
ガ、 ヤマガラ、 メジロ、 ホオジ口、 カワラビワ、 スヌ
メ、 ムクドリ、 ハ シボソガラス 、 ハシブトガラス

計24種

久し振りに目撃できたキビタキに 一 同時歯する。

．干鳴を守る日 ・ 五主海岸探鳥会

2005年4月17 fl （日） 14:00 ’ 16'.00 

松阪市 コー雲町玉主

多国弘 中村みつ子 参加者38人（会員26

入、 会員外12人）
カワウ（62）、ダイfトギ（7）、 コ サギ（3）、アオサギ（6).
マガモ（33）、 ヨシガモ(1） 、 オナガガモ（刷、 キンク
ロハジロ（2）、 スズガニE- (85）、 ウミアイザ（則、 トピ
( ll. コ チドり(1） 、 シロチドり（7）、メダイチドリ（11）、
トワキン（1）、 ハマ シギ（270）、オオソリハシシギ（14）、

チュウシャクシギ（1)、 ユ リカモメ（160）、 セグロカ
モメ（31〕 、 オオセグロカモメ（2）、 カモメ（3）、 ウミ
ネコ（3）、ヒパリ（目、 ツパメ（5）、 ハ クセキレイ(1）、
カワラヒワ（2）、 スズメ（3） 、 ハシポソガラス（3)

計29種

天候に恵まれ参加者も多く， 寸ニ鳴を守る日のア

ピール；が出来た。 多田氏より8年育（！のデータを

資料として T買き， シギ、 チドりの個体数変化が

分かり今回の陪島会のテ ー マである干潟の重要

性を明確に示していただいた c 夏羽のチュウ

小坂理香山田昭子

人、 会員外4人）

参加者14人（会員10 シヤクシギ、 ハマシギ 、 メダイチドリ、 ユ リカ

トピ（1）、 キジバト（2＋） 、 コゲラ（2＋）、 ツパメ（3＋）、
ヤグ口セキレイ(1）、 ピンズイ（C）、 ヒヨドリ（5＋）、
アカハラ（2）、 シロハラ（ら＋｝、 ツグミ（5＋）、 ウグイ
ス（S 1）、 エ ナガ（4＋）、 ヤ7ガラ（2＋）、 シジュウカ
ラ（3＋）、 メジ口、 ホオジロ（2＋）、 ア オジ（2＋）、 カワ
ヲヒワ、 イカル（5＋）、 スズメ、 ムクドリ（2）、 ハ シポ
ソガラス、 ハ シプトガラス、 ドパト 計 24種

棋が満開で楽しいお花見探烏合となりました。

桜を散らす把人（鳥）を発見できなかったのは残

念でしたが、 浮かれ気分のシロハラの献やカラ

類のさえずりが聞かれ、 アカハラの婁もじっ〈

り見られてまずまずでした。 一般の参加者が少

なくP R不足を痛感しましたョ

35 

モメ等楽しく観察することが出来た q

． 海蔵川定例探鳥会

2005年4月19日（火） 9:40 ・ 12:30

四日市市西垣部町

尾畑玲子 高和義 参加者9人（全員8人、

全員外1人）
カイツプリ(1） ‘ チιウサギ（7）、 ア オサギ（2）、 カ
ルガモ（12）、 キジ（2）、 コ チドリ（3）、 イカルチドリ
(3）、 ケI} (1)、 イソシギ（2）， キジバト（5）、 カワセ
ミ（1)、 ヒパリ（2）、 ツパメ（11） 、 ハクセキレイ（1）、
セグロセキレイ（3）、 ピンズイ（ 1）、 ヒヨドリ（13）、
モズ（3）、 シロハラ(1）、 ツグミ（5）、 セッカ(1）、 シ
ジュウカラ（ 1）、 ホオジロ（9）、 アオジ（4）、 カリラ
ヒワ（5）、 スズメ（12）、 ムクドり（8＋） 司 ハ シポゾガ
ラス（4）、 ドパ卜（4) 計29種

しろちどり47号
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コ ー スの達中に人だけが麗れる捕がある。 ここ

から眺める梅庫川は美しく 、 野鳥を沢111観察で

きるポイントになっている。 支流が合流すると

ころなので、 より豊かな環境を保っており、 ク

イナがよく見られることから審加者の日さんが

「くいな橋」と呼ばれた。 我々の揮烏金の中でも

この名前を檀っていきたい。 ちなみにこの下流

には「しらさぎ構jという人道橋がある。

． 県民の轟揮鳥会

（共催 三重県民の轟）

2005年4月23日｛土） 9:30・ 12:10

三重郡草野町 三重県民の轟

矢田栄史 辻秀之 重量加者44人（全員23入、

全員外17入、 不明4人）
トピ 、 タカ（sp）、 コジュケイ 、 キジパト、 ツツドリ、 コ
ゲラ、 ツパメ、 イワツパメ、 ピンズイ、 サンショウク
イ 、 ヒヨドリ、／レリピタキ（C）、 アカハラ 、 シロハラ 、

ツグミ 、 ウグイス、 ヱゾムシクイ、 センダイムシクイ、
オオルリ 、 コガメピタキ、 エナガ、 ヤマガラ 、 メジ口、
ホオジ口 、 アオジ、 カワラヒワ、 イカル 、 ニニLウナイ
スズメ、 スズメ 、 カケス、ハシプトガラス 言1 31種

お楽しみの夏鳥が9種もでた。 オオルリはまだ

さえずりも絶好調ではなく、 ァドのてっ ぺ んには

出てこない。 エナガの巣、 コ ゲラの巣穴作りな

ど観察。 出現種世はこの探鳥舎で最多だと思う。

／イ

編集後記

「しろちどり」の編集を始めてから早や

2年結った。 これで、支部の世に立ってい

るのだろうか？ 一 号を出すとすぐ次の号、

どんどん追し、かけて来る。 編集子が頭を

ひねりながら、 lkの号を考える つ やって

みたい特集はあれこれとあるが、 原稿が

集まるのだろうか？県内の白熱でも野鳥

でも案外と調べられていないことが多い。

いささか不安でもある。 世はインタ ー

ネットの時代a ウェプで見れほどんな情

報でもある。 しかし、 本当にそうであろ

うか？この支部報を価値のあるものにし

たい。 支部金員輔氏の楠楓的投稿を期待

する。（M 司 H.)

しろちどり47骨
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・ 木曽岬干拓地探鳥会

（共催 霊知県野鳥保護連絡協議会）
2005年4月24日（日）

三重県木曽岬干拓地／霊知県鍋田干拓地

村田芳雄 審加者15人
カイツプリ（2） 、 カワウ印刷、 ササゴイ（1） 、 ダイサ
ギ（3） 、 コ サギ（2）、 アオサギ（8）、 カルガモ（20）、
コガモ（40）、 ハ シピロガモ(1） 、 ミサゴ（2） 也 トピ（2） 、

オオタカ(1）、チュウヒ（3） 、 キジ(10）、 コ チドリ（6） 、

ケリ（30） 、 クサシギ（3）、 イソシギ（1）、 チュウシャ
クシギ（2）、キジパト（7） 、 カワセミ（2） 、 ヒバリ（15） 、

ツパメ（5） 、 ハ クセキレイ（！）、 タヒパリ(1）、 ヒヨ
ドリ（2）、 モズ（1）‘ ツグミ（10） 、 ウグイス（1） 、 セッ
カ（10） 、 ホオジロ（2） 、 カワラヒワ（2）、 スズメ（60） 、

ムクドリ（20）‘ ハ シポソガラス（300） 、 ハ シプトガラ
ス（60）、 ドパト(14) 計37種

小学Z年生の男の子を連れた親子を車に乗せま

したが、 今までにどんな島に 一 番興味があった

かと聞いたところ「イヌワシJという返事がか

えってきてびっくりしました。 伊那の方で見た

そうです。 鳥への最初の興味は飛んでいるトピ

だったということです。

／ 

スジエピ
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